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別紙様式１－１ 

福島県立会津学鳳高等学校・中学校 指定第２期目 28～32 
 

❶平成２８年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 
 

①  研究開発課題  

  事業テーマにサスティナビリティ（持続可能性）を掲げ、併設型中高一貫教育校である本校の特性を生かし、

会津大学などの外部機関と連携しながら、中・高・大を接続する持続可能な人材育成方法をＰＤＣＡサイクル

による事業展開によって確立し、科学技術者に必要となる資質・能力を、アクティブラーニングによる生徒の

自発的・課題解決型学習により持続可能な能力として育成する教育プログラムを研究開発する。 

②  研究開発の概要  

 本校独自の「Science日新館構想」を新たに再編・拡充し、事業テーマとしてサスティナビリティを掲

げ、ＰＤＣＡサイクルによる人材育成方法を確立し、アクティブラーニングによる生徒の自発的・課題解

決型学習を展開することで、国際社会のさまざまな課題を解決する科学技術者に必要な５つの能力を効果

的に育成できる教育プログラムを研究開発する。 

 

 

 

 

 

 

 

（Science日新館構想）－３本の柱と７つの具体的方法－  ※ ｢日新館｣とは旧会津藩校 

Ⅰ Science日新館は未来の科学技術者を育成します。 

 ① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成 

 ② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成 

 ③ 女性科学技術者の育成 

Ⅱ Science日新館は中・高・大をつなぐ教育プログラムを開発します。 

 ① 中・高・大接続による高度なコンピュータリテラシーの育成 

 ② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成 

Ⅲ Science日新館は地域の理数教育の基盤づくりを行います。 

 ① 地域の高等学校との連携 

 ② 地域の小・中学校との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５つの能力を次のように定義し、評価方法を充実させて育成していく。 

 ＜５つの能力＞ 

 Ａ、科学的思考力         … 科学的な知識と技術を身につけ活用する力 

 Ｂ、課題発見・解決力      … 身近な課題を独自の技術で解決していく力 

 Ｃ、プレゼンテーション能力   … 周囲と協働して研究を行い成果を伝える力 

 Ｄ、コンピュータリテラシー   … コンピュータに必要な作業を行わせる力 

 Ｅ、グローバルリーダーシップ  … 地球規模で自然と科学技術との調和を目指す力 

 

  

 ③ 平成２８年度実施規模  

 高等学校全学年を対象に実施したが、高等学校での取組の深化を図るために中学校全生徒も対象に実

施した。具体的方法ごとの実施規模は以下のとおりである。 

方法 実施規模 

Ⅰ－①  

全校生徒を対象（中学校１年生９０名、２年生８９名、３年生８９名、高校１年生２３９

名、２年生２３８名、３年生２３５名）。課題研究などに関わる事業についてはＳＳＨコ

ース生徒（ＳＳＨコース生徒 高校１年生３９名、２年生５１名、３年生３９名）および

ＳＳＨ探求部生徒（３０名）を対象。 

Ⅰ－②  

中学校３年生全生徒（８９名）、高校１年生全生徒（２３９名）、２年生全生徒（２３８

名）、英語研究部生徒（６名）を対象。海外研修に関わる事業についてはＳＳＨコース生

徒が対象（ＳＳＨコース生徒 高校１年生３９名、２年生５１名（内２７名が台湾研修参

加））。 

Ⅰ－③  
中学校３年生全生徒８９名、ＳＳＨコース生徒（高校１年生３９名、２年生５１名）、保

護者を対象。 

Ⅱ－①  
中学校全校生徒（中学校１学年９０名、２年生８９名、３年生８９名）、高校１年生全生

徒２３９名を対象。 

Ⅱ－②  全生徒のうち希望者（中学校のべ３４名、高等学校のべ６１名）を対象。 

Ⅲ 
地域の科学系部活動の生徒・教員、地域の小・中学校の児童・生徒・教員・保護者、本校

生徒を対象。 
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 ④ 研究開発内容  

○ 研究計画 

「Science日新館構想」の７つの具体的方法について、年次ごとに重点目標を設定し研究開発に取り組

むが、２期目においては、主にアクティブラーニングによる指導・評価方法の開発、地域資源を活用した

独自の技術開発、グローバルな視野と発信力の育成、コンピュータリテラシーの育成、事業評価を活用し

た適正な事業運営に重点をおいて目標を設定し、初年度から実践していく。 

(ⅰ) 第１年次の重点目標（平成２８年度） 

   Ⅰ－① アクティブラーニングによる学習指導と評価方法を開発する。 

   Ⅰ－① 地域に関する調査研究に必要な外部機関との連携体制を構築する。 

   Ⅰ－② グローバル人材育成に必要な海外との連携体制を構築する。 

   Ⅱ－① 会津大学と連携してコンピュータリテラシー育成体制を構築する。 

  （全体）生徒評価に基づく事業評価とＰＤＣＡによる運営体制を確立する。  

(ⅱ) 第２年次の重点目標（平成２９年度） 

   Ⅰ－① 生徒の認知と変容に注視して指導内容・指導方法を改善する。 

   Ⅰ－① 地域資源の活用と外部との連携による高度な課題研究を実施する。 

   Ⅰ－② 海外の学校と連携し、海外で課題研究の発表を実施する。 

   Ⅱ－① 会津大学との連携による生徒の大学講義の聴講と単位認定を行う。 

  （全体）１年次の事業評価結果を踏まえ２年次の指導・評価方法を改善する。 

(ⅲ) 第３年次の重点目標（平成３０年度） 

   Ⅰ－① 課題研究において外部機関と連携した独自の技術開発に取り組む。 

   Ⅰ－① 全教科で科学的思考力を育成するクロスカリキュラムを開発する。 

   Ⅱ－② 国際コンテスト入賞などの卓越した能力を有する生徒を育成する。 

   Ⅲ－① 地域の高等学校に課題研究の成果を発信して成果の普及を図る。 

  （全体）ＳＳＨ事業の中間評価と１期目の卒業生の追跡調査を実施する。 

(ⅳ) 第４年次の重点目標（平成３１年度） 

   Ⅰ－① 開発した技術を広く外部に公開して企業等と共同研究に取り組む。 

   Ⅰ－① 会津大学との連携により課題研究を海外において研究発表する。 

   Ⅱ－② 会津大学の早期入学に向けた独自のカリキュラムを開発する。 

   Ⅲ－① 全教科でアクティブラーニングによる科学的思考力の育成に取り組む。 

  （全体）ＰＤＣＡサイクルにより効果的に人材育成する運営体制を確立する。 

(ⅴ) 第５年次の重点目標（平成３２年度） 

   Ⅱ－② 全教科でアクティブラーニングによる指導・評価方法を確立する。 

   Ⅰ－① 課題研究の研究成果を地域に還元して地域復興に貢献する。 

   Ⅰ－② 地域資源を生かした研究開発を海外に向けて積極的に発信する。 

   Ⅲ－① 地域の高等学校に教育実践の成果を発信して成果の普及を図る。 

  （全体）２期目の事業評価と次年度以降の在り方について検討する。 

 

○ 教育課程上の特例等特記すべき事項 

・ 学校設定科目「ＳＳＨ産業社会」を設置（高等学校１学年「産業社会と人間」２単位の代替）  

・ 学校設定科目「ＳＳＨ情報」を設置（高等学校１学年「社会と情報」２単位の代替）  

・ 学校設定科目「スーパーサイエンス」を設置（高等学校２学年「総合的な学習の時間」１単位の代替） 

 

○ 平成２８年度の教育課程の内容（別紙「平成２８年度教育課程表」のとおり） 

 

○ 具体的な研究事項・活動内容 

（１）Ⅰ－① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成 

 高等学校では、１学年は学校設定科目「スーパーサイエンス」において、「エア研究」、「エッグ

ドロップコンテスト」、「実験・実習をとおした探究活動」、「教科横断型指定課題研究」、「野外

研修（ブナ林）」、「放射線実習セミナー」、「医療に関する研修」、「会津オリンパス先端企業研

修」、「会津大学スポット講義（英語）」、「夏の科学研修１」、「分子生物学実験講座」等を実施

し、２学年は学校設定科目「スーパーサイエンス」において、「課題研究」、「会津大学スポット講

義（数学）」、「夏の科学研修２」等を実施し、これらの中でプレゼンテーションスキル、科学英語

スキル、研究発表のスキル向上を図った。中学校では、１学年で「会津大学研修」、「福島大学研修」
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等を、２学年で「自然体験研修（雄国沼）」、「新潟大学・新潟薬科大学研修」等を、３学年で「三

菱伸銅地域企業研修」、「東北大学工学部研修」等を実施した。また、高等学校１学年全生徒と中学

校全生徒に対して、会津大学教授による語学とグローバル人材育成に関する「スポット講義」をそれ

ぞれ行った。 

（２）Ⅰ－② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成 

 高校１年ＳＳ選択コース生徒を対象に「英語による科学講座」、高校２年科目ＳＳ選択者を対象に

「ＳＳＨ台湾海外研修」を実施した。「ＳＳＨ台湾海外研修」の事前研修として、会津大学教員によ

る「英語プレゼンテーション研修」を実施し、事後研修として新潟南高等学校と連携した「北東アジ

ア環境エネルギーシンポジウム」において、英語で研究成果のプレゼンテーション等を行う。 

（３）Ⅰ－③ 女性科学者の育成 

 高等学校ＳＳＨコースの女子生徒を対象に、本校の女性教員による女子生徒のキャリア意識育成の

ための「女性科学者実験講座」を行った。 

（４）Ⅱ－① 中・高・大接続による高度なコンピュータリテラシーの育成 

    高等学校では、１年全生徒を対象に学校設定科目「ＳＳＨ情報」、「会津大学スポット講義（情報）」

等、中学校では教科「技術家庭」を行った。 

（５）Ⅱ－② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成 

    「科学の甲子園」、物理・化学・生物・情報・数学の国際コンテスト、「パソコン甲子園」などに

参加する高校生徒に対して学習会を実施した。 

（６）Ⅲ－① 地域の高等学校との連携 

     県内の研究発表会等に積極的に参加して他校との交流を深めた。また、市内の他校生徒の課題研究

に本校の実験設備・器具を提供した。 

（７）Ⅳ－① 地域の小・中学校との連携 

     地域の小学生と中学生を対象に、「小・中学生のための科学実験講座」を本校を会場として開催す

ると共に、その講座に本校生徒をＴＡとして参加させた。 

（８） その他（研究発表・交流会等への参加） 

 「ＳＳＨ全国生徒研究発表会」（神戸市）、「東北地区ＳＳＨサイエンスコミュニティ研究校発

表会」（福島県）、「福島県生徒理科研究発表会」（いわき市）等に参加して研究成果を発表すると

共に、校内で「ＳＳＨ研究成果発表会」を開催した。 

 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○ 実施による成果とその評価 

 中学校の成果として、全学年をとおして科学技術に対する興味・関心や職業観の育成において好評価が

得られると共に学習意欲の向上も図られ、全国学力学習状況調査等における成績の向上が見られた。また、

会津学鳳中学校の生徒のほとんどが会津学鳳高等学校に進学した。また、その半数以上の生徒が高等学校

で理系を選択すると共に、ＳＳＨコースを選択するなどした。 

高等学校の成果として、活動の各工程やパフォーマンス課題のルーブリック評価規準表を作成し、育成

する能力の形成やその認知活動の過程も含めて客観的に生徒を評価できるようにした。また、ルーブリッ

ク評価の生徒全体の得点率の結果やアンケートの集計結果を校内ＬＡＮの共有フォルダに保存し、職員が

いつでも閲覧できるようにした。これにより、年度末にＳＳＨ事務局会において各事業の集計結果を共有

して改善策を話し合うことができるようになり、各事業におけるＰＤＣＡサイクルによる運営体制を確立

できた。課題研究については、各種研究発表会においても高い評価を得ることができた。海外研修につい

ては十分にその成果が得られ、本年度から英語研究部（部活動）による英語版公式ホームページを更新す

る体制も整った。 

○ 実施上の課題と今後の取組 

  活動の各工程やパフォーマンス課題のルーブリック評価規準表を作成したが、一部の評価項目で科目特

性により評価項目が適当でないという指摘や、項目が細かすぎるといった指摘がある。また、集計結果を

さらに分析することも求められる。そのため、ルーブリック評価規準表の項目の最適化を続け、集計方法

に関しては統計的手法を検討していく必要がある。課題研究に関しては、地域資源をより活用しながら独

自の技術開発に結びつく課題研究を実施できるように、地域の外部機関と連携方法を検討していく。また、

事業が総花的にならないよう、構築したＰＤＣＡサイクルによる事業評価を繰り返し、プランの再編成を

続けていく。 
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別紙様式２－１ 

福島県立会津学鳳高等学校・中学校 指定第２期目 28～32 
 

❷平成２８年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 
 

 ① 研究開発の成果  

（１）全体外観 ※関連データについては、７資料編「これまでの主な成果がわかる説明資料」に記載。 

本校独自の「Science日新館構想」に基づき、校長のリーダーシップのもと、中学校・高等学校の全生

徒を対象に６年間をとおして各種事業を生徒の発達段階に応じて展開し、科学的な知識と技術の習得を図

りながら科学技術者として必要な資質と能力の育成に努めてきた。 

中学校の成果として、アンケートでは全学年をとおして前年度に引き続き科学・技術に対する興味・関

心や職業観の育成において好評価が得られると共に、学習意欲の向上も図られ、全国学力学習状況調査等

における成績の向上も見られた。また、多くの大学や研究機関を訪問して教授や技術者と直接対話するこ

とをとおして、科学者・技術者に対するキャリア意識の育成が図られると共に、会津学鳳中学校の生徒の

ほとんどが会津学鳳高等学校に進学した。また、その半数以上の生徒が高等学校で理系を選択すると共に、

ＳＳＨコースを選択するなどした。 

高等学校の成果として、５つの能力の評価方法を開発した。年度初めに生徒に事業の単元シラバスを提

示し、学習イメージを構築させることからはじまる本研究開発における評価方法の開発により、事業成果

やその課題を可視化できつつあり、今後の研究開発に有効であることが示唆されつつある。生徒評価にお

いてＳＳＨコース選択生徒は科学研究に必要な基礎的な知識と技術の習得が図られ、授業に対する意欲や

授業における成果物の質が高い。アンケートにおいても、基礎的な技能の習得に対する項目については、

大部分の生徒が肯定的に回答し、十分にその目的を達成することができたと言える。課題研究については、

どの班も身近な自然現象等から素朴な「なぜ？」という課題を見出し、科学的に分析できることを見とお

して、独自性のある研究テーマと仮説を設定しており、科学的に検証する過程や考察において大学や研究

機関等と連携し、その質的向上を図りながら研究活動を実施した。授業担当者による一次評価は班ごとに

差が見られるものの、高度な研究にまでレベルアップする班もあり、各種研究発表会においても高い評価

を得ることができた。海外研修については、事前の英語プレゼンテーションの準備も意欲的であったが、

研修先でさらなる意識改革が図られ、事後研修に積極的に取り組むだけでなく、学習意欲に関しても飛躍

的に向上し、十分にその成果が得られたと言える。さらに本年度から英語研究部（部活動）による、英語

版公式ホームページを更新する体制も整えた。 

最後に全校生徒への取組の検証として、平成２４年度から本校独自の全校生徒と全保護者対象の学校評

価アンケートにＳＳＨの項目を設けて分析しており、依然高い割合でＳＳＨ事業が理数教育の充実に効果

があるとの回答が見られた。 

高校卒業後の進路については、これまでに多くの生徒が大学の理系学部・学科への合格を果たし、また、Ｓ

ＳＨコースの理系の生徒だけではなく、ＳＳＨコースの文系の生徒までがＡＯ入試や推薦入試において高校時

代の活動が高く評価されて合格するなど、本校の各種ＳＳＨ事業が生徒の進路実現においても大きな効果を付

与しており、将来の日本を支える人材の創出に貢献しつつあると言える。なお、この事業を進めるにあたり校

長のＳＳＨに対する理解と深い関わり、リーダーシップが大きな原動力となっている。 

（２）重点目標における成果 

Ⅰ－① アクティブラーニングによる学習指導と評価方法を開発する。 

高校１年生に対しては、学校設定科目「ＳＳＨ産業社会」において、アクティブラーニングによるテ

ーマ別の短期学習を、高校２年生に対しては、学校設定科目「スーパーサイエンス」において課題研究

に取り組ませ、方法を変えた研究発表をパフォーマンス課題として取り組ませた。さらに、活動の各工

程やパフォーマンス課題のルーブリック評価規準表を作成し、生徒に活動の目標を事前にイメージさせ

ると共に、到達目標を意識させ、育成する能力の形成やその認知活動の過程も含めて客観的に生徒を評

価できるようにした。 

Ⅰ－① 地域に関する調査研究に必要な外部機関との連携体制を構築する。 

「地域野外研修（只見町ブナ林）」、「地元企業研修（会津オリンパス）」、「地域医療研修（福島

県立医科大学）」などの事業を中学生や高校生に対して行い、また「夏の研修１」においては、福島県

ハイテクプラザ、楢葉遠隔技術開発センター、福島空港メガソーラー発電所など、福島県内のサスティ

ナビリティ関連科学技術施設への研修も追加し、地域に関する調査研究に必要な外部機関とのさらなる
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連携体制を強化した。連携先を拡大した結果、「夏の研修１」の産業技術総合研究所の研修において、

ＳＳＨ探求部物理班の課題研究を産業技術総合研究所と連携して行うこととなった。 

Ⅰ－② グローバル人材育成に必要な海外との連携体制を構築する。 

台湾の清華大学や実験高級中学と連携し海外研修を行い、グローバル人材育成に必要な海外との連携

体制を構築した。 

Ⅱ－① 会津大学と連携してコンピュータリテラシー育成体制を構築する。 

 先進的なコンピュータ教育を行っている会津大学の教授による講義や「男性科学者育成講座」を開催し、

会津大学の研究室などで講義や実習を行い、会津大学と連携してコンピュータリテラシーを育成する体制

を構築した。  

（全体）生徒評価に基づく事業評価とＰＤＣＡによる運営体制を確立する。 

活動の各工程やパフォーマンス課題のルーブリック評価規準表を開発し、客観的に生徒を評価でき

るようにし、さらに生徒アンケートには生徒による各事業の評価も追加した。ルーブリック評価の生

徒全体の得点率の結果やアンケートの集計結果を校内ＬＡＮの共有フォルダに保存し、職員がいつで

も閲覧できるようにした。これにより、これらの集計結果を、日頃のＳＳＨ事務局会や年度末の事務

局会において結果を共有して改善策を話し合うことができるようになり、各事業におけるＰＤＣＡサ

イクルによる運営体制を確立できた。 

（３）Science日新館構想における７つの具体的方法ごとの成果と５つの能力の育成結果 

  

（Ａ）事業ごとの生徒が

成長したと答えた割合の

平均値〔％〕 

（Ｂ） （Ａ）÷事業ごとの教員期待

値の平均値 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ⅰ－①－１ 高等学校１学年 学

校設定科目「ＳＳＨ産業社会」 
79 79 75 63 － 112％ 113％ 107％ 90％ － 

Ⅰ－①－２ 高等学校２学年 学

校設定科目「スーパーサイエンス」 
56 58 68 54 － 80％ 102％ 97％ 108％ － 

Ⅰ－①－３ 高等学校における科

学技術者の育成講座 
61 37 66 55 － 99％ 72％ 99％ 90％ － 

Ⅰ－①－４ 中学校における科学

技術者の育成講座 
64 － － － － 99％ － － － － 

Ⅰ－② グローバルな視野をもつ

科学技術者の育成 
－ 45 72 － 65 － 72％ 102％ － 97％ 

Ⅰ－③ 女性科学者の育成 83 40 － － － 118％ 80％ － － － 

 ※教員期待値については、❸実施報告書（本文）を参照。 

 パフォーマンス課題の生徒平均得点率 

対象 事 業 名 パフォーマンス課題 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 全体 

高校 

１年 

ＳＳＨ産業社会「探究活動」 口頭発表 72％ 28％ 67％ － 31％ 56％ 

ＳＳＨ産業社会「エッグド

ロップコンテスト」 
論文（要旨）作成 89％ 54％ 58％ － 71％ 60％ 

ＳＳＨ産業社会「エア研究」 ポスター発表 52％ 35％ 68％ － 28％ 59％ 

高校 

２年 
課題研究 

口頭発表 72％ 56％ 87％ － 41％ 73％ 

論文（要旨）作成 86％ 82％ 87％ － 61％ 76％ 

＜５つの能力＞ 

  Ａ、科学的思考力         … 科学的な知識と技術を身につけ活用する力 

  Ｂ、課題発見・解決力      … 身近な課題を独自の技術で解決していく力 

  Ｃ、プレゼンテーション能力   … 周囲と協働して研究を行い成果を伝える力 

  Ｄ、コンピュータリテラシー   … コンピュータに必要な作業を行わせる力 

  Ｅ、グローバルリーダーシップ  … 地球規模で自然と科学技術との調和を目指す力 
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Ⅰ－① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成（育成する能力ＡＢＣＤ） 

   高校１学年の学校設定科目「ＳＳＨ産業社会」のルーブリック評価は全体的に低かったが、高校２学年

の学校設定科目「スーパーサイエンス」のルーブリック評価は概ね目標設定値の４割から８割の評価とな

った。高校１年から２年における２年間のＳＳＨ活動のプログラムにより、科学的な知識・技術の習得と

主体的に課題解決を図る姿勢が身につき、教員期待値と比較して｢Ａ、科学的思考力｣、｢Ｂ、課題発見・

解決力｣が育成できたといえる。中学校の事業に関して、大学研修や講演会事業において「科学に関する

知識や技能を増やせた」と答える生徒が８割を超え、大きな成果を得ることができた。 

Ⅰ－② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成（育成する能力ＢＣＥ） 

  台湾海外研修において、清華大学での情報発信や実験高級中学での交流をとおし、自分たちの英語力

に対する手ごたえを感じ、相手に伝えたいことを正しく伝える能力を獲得することができた。プレゼン

テーション能力については、英語によるプレゼンテーション実習の成果が見られ、質問に対しても積極

的に答えることができていた。また研修中、一般の方とコミュニケーションをとることを想定し行った

外国語コミュニケーション講座を活かし、中国語での交流を行う姿も見られた。その際、現地の文化を

事前に知っておくことにより、よりグローバルな視野を持ち研修を進めることができた。英語による科

学講義では、コミュニケーションツールとしての英語の重要性を認識し、科学技術の発展・普及の礎と

なることを理解することができた。 

Ⅰ－③ 女性科学者の育成（育成する能力ＡＢ） 

   ２つの事業をとおして、女性研究者のワーク・ライフ・バランスとキャリアモデルに対する理解が深ま

った。また、女子生徒自身が社会においてどのように活躍するか、大学院進学も含めて進路について深く

考えることができた。女性科学者講演会においては、男子生徒も女性研究者についての理解を深めた。 

Ⅱ－① 中・高・大接続による高度なコンピュータリテラシーの育成（育成する能力ＡＢＤ） 

   生徒たちのアンケート結果や感想から、中学校の技術と高等学校の情報の授業において、ロボット制御

やプログラミングなどの講座を展開することで、コンピュータ分野への興味・関心を非常に高めることが

できると判断できた。また、コンピュータ単科大学である会津大学の教授による講義の実施により、年間

を通して生徒に「Ａ、科学的思考力」、「Ｂ、課題発見・解決力」、より高度な「Ｄ、コンピュータリテ

ラシー」を育成できた。  

Ⅱ－② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成（育成する能力ＡＢＣＥ） 

  各種オリンピック対策講座においては、アクティブラーニングによる生徒の自発的・課題解決型学習

を概ね行うことができ、一定の成果を得ることができた。特に科学の甲子園・福島県大会では、高校２

年生８名のチームが成果を発揮して優勝し、全国大会出場を果たした。 

Ⅲ－① 地域の高等学校との連携（育成する能力ＡＢＣ） 

  １期目のＳＳＨ指定で整備した実験設備・機器類により、オープンラボラトリー構想を展開すること

が可能となり、生徒だけでなく教員を対象とした実験講座を行うことが可能となった。今年度は他校の

自然科学部関係の生徒とその担当教員が課題研究を行うことができた。       

Ⅲ－②  地域の小・中学校との連携（育成する能力ＡＣ） 

  地域の小・中学生を対象とし、ＳＳＨ事業で購入した実験器具などを用いた実験講座をとおして、科学

実験への興味・関心を高めることができた。また本校生がＴＡとして実験講座に参加することにより、実

験内容に関して深く理解し、子供たちにそれをわかりやすく伝える力を身につけることができた。 

 ② 研究開発の課題   

（１）重点目標における課題 

Ⅰ－① アクティブラーニングによる学習指導と評価方法を開発する。 

  評価規準表を作成したが、一部の評価項目で科目特性により評価項目が適当でないという指摘や、項

目が細かすぎるといった指摘がある。また、集計結果をより多角的な視点で分析する必要がある。その

ため、ルーブリック評価規準表の項目に関しては、本年度の結果を受けて、次年度の各事業開始当初に

修正を行っていく必要がある。また、結果の分析に関しても統計的手法を導入するなど、検討が必要で

ある。 

Ⅰ－① 地域に関する調査研究に必要な外部機関との連携体制を構築する。 

今年度は地域の外部機関（産業総合研究所）と連携して課題研究が行うことができた。しかし今後は、

より外部機関と連携して、地域資源をさらに活用しながら、独自の技術開発に結びつく課題研究を実施

できる体制を整えていく必要がある。 
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Ⅰ－② グローバル人材育成に必要な海外との連携体制を構築する。 

  海外研修では台湾の清華大学などと連携し、課題研究の成果を発表し、科学コミュニケーションによ

る交流を行ったが、今後は地域資源を活用した高度な課題研究などを海外に発信し、フィードバックを

得るしくみ作りが課題である。 

Ⅱ－① 会津大学と連携してコンピュータリテラシー育成体制を構築する。 

  会津大学と連携して生徒が大学講義を聴講し、単位認定を行うしくみ作りが今後の課題である。 

（全体）生徒評価に基づく事業評価とＰＤＣＡによる運営体制を確立する。 

評価規準表の生徒の平均得点率の結果や生徒アンケートの集計結果を共有し、ＳＳＨ事務局会で改善

点を議論するしくみの、職員への定着度合は高いとは言えない。そのため、事業によっては事業終了後

すぐに集計し、成果や課題を共有されない場合も多い。今後はこのしくみの実績を重ね、職員の事業へ

のフィードバックスピードを高めると共に、このしくみの問題点を見つけ出し、現在の事業評価方法を

効果的かつ系統的・体系的に発展させ、事業内容を精査し深化させる。そして、日本の将来を担う科学

者・技術者としての才能を萌芽させていく教育プログラムを研究開発することが課題である。 

（２）Science日新館構想における７つの具体的方法ごとの課題 

Ⅰ－① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成 

 中学校は行う事業が多いため事前学習や事後学習を十分に行えていない。限られた時間の中で充実し

た活動を行うことができるよう今後改善する。日常的に行う事業については今後分析を行い、より充実

した事業としていきたい。単発的な事業では補えなかった論理的に考える力については、工夫が必要で

ある。高校生は、発表会における「英語での発表や返答（グローバルな力）」、「原稿を見ずに発表し

た」、「他者の意見を批判した」などについて評価が低く、論文作成時における実験条件とサンプルサ

イズの妥当性の検証について評価が低い。今後、指導方法や指導過程に工夫が必要である。  

Ⅰ－② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成 

 全体をとおして課題発見・解決能力を向上できたと感じた生徒が予想より低いことが課題としてあげ

られる。生徒自身が疑問に感じたことに対して追及する場面の設定が少なかったことが要因と考えられ

るため、今後の事業改善を目指す。また、次年度以降の英語版の公式ホームページ更新数を増やすこと

で、グローバルな視野を持ち、情報を発信する技能をより多くの生徒に定着させたい。 

Ⅰ－③ 女性科学者の育成 

  講演内容や実験内容などのコンテンツが、事業成果の評価へ直接及ぼす影響が大きいためか、生徒

が「科学的思考力」、「課題発見・解決力」を十分に身につけたとは言い難い。保護者の参加が多いと

は言えず、女子生徒に対する将来の職業としての、女性研究者への理解がまだまだ促進されていない。 

Ⅱ－① 中・高・大接続による高度なコンピュータリテラシーの育成 

  卓越した才能の早期育成を図るために、会津大学との高大連携による大学の課外プロジェクトの講義

聴講と単位認定を行う。なお、単位制総合学科の特性を生かして、高校２年次から大学への早期入学制

度を活用できる独自のカリキュラムの研究開発は今後の課題である。  

Ⅱ－② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成 

 現在理科と情報で行っているアクティブラーニングを、その他の教科に普及・発展させていく手立て

を考え、実施していくことが今後の課題である。  

Ⅲ－① 地域の高等学校との連携 

 本校の事業成果の普及と地域還元の観点から、教員を対象とした実験講座等の開催をとおして、地域

の高等学校と連携し、地域全体の教員の指導力向上に寄与していくことが必要である。 

Ⅲ－②  地域の小・中学校との連携 

 事業実施時期が夏休み中の実施となるので、暑い時期を避けるのは難しいが、何らかの工夫が必要で

ある。また募集人数については、実験室の収容人数の関係でこれ以上増やせない状況である。 
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実施報告書（本文） 

１ 研究開発の課題 

（１） 研究開発課題 

事業テーマにサスティナビリティ（持続可能性）を掲げ、併設型中高一貫教育校である本校の特性を生か

し、会津大学などの外部機関と連携しながら、中・高・大を接続する持続可能な人材育成方法をＰＤＣＡサ

イクルによる事業展開によって確立し、科学技術者に必要となる資質・能力を、アクティブラーニングによ

る生徒の自発的・課題解決型学習により持続可能な能力として育成する教育プログラムを研究開発する。 

（２） 本研究の基本構想 

（Science 日新館構想）－３本の柱と７つの具体的方法－  ※｢日新館｣とは旧会津藩校 

   Ⅰ Science 日新館は未来の科学技術者を育成します。 

    ① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成 

    ② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成 

    ③ 女性科学技術者の育成 

   Ⅱ Science 日新館は中・高・大をつなぐ教育プログラムを開発します。 

    ① 中・高・大接続による高度なコンピュータリテラシーの育成 

    ② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成 

   Ⅲ Science 日新館は地域の理数教育の基盤づくりを行います。 

    ① 地域の高等学校との連携 

    ② 地域の小・中学校との連携 

（３） 研究テーマ 

① Ⅰ－① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成 

自然環境や地域産業、地域医療など、幅広く地域に関する調査研究を行い、生徒の自由な発想に基づ

く独自のテーマ設定による多様な課題研究と発表を繰り返し実施することで、科学的な知識・技術の習

得と主体的に課題解決を図る姿勢が身につき、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、「プ

レゼンテーション能力」、「コンピュータリテラシー」が育成される。 

② Ⅰ－② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成 

 国際交流などの国際理解学習とスーパーグローバル大学である会津大学の教授による語学講座、海

外研修やホームページによる情報発信により、グローバル感覚と実践的な語学力を育成すると共に、

日本人としてのアイデンティティの確立が図られ、生徒の「課題発見・解決力」、「プレゼンテーシ

ョン能力」、「グローバルリーダーシップ」が育成される。 

③ Ⅰ－③ 女性科学者の育成 

 女性研究者によるワークショップや実験講座等を生徒及び保護者対象に開催することで、女性研究者の

ワーク・ライフ・バランスとキャリアモデルに対する理解が深まり、女子生徒の大学院進学も含めた進路

の深慮と保護者の理解促進が可能となり、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」が育成される。 

④ Ⅱ－① 中・高・大接続による高度なコンピュータリテラシーの育成 

 中学校の技術と高等学校の情報の授業において、ロボット制御やプログラミング等の講座を展開す

ると共に、コンピュータ単科大学である会津大学との高大連携による講義および単位認定等を行うな

ど、高度なコンピュータリテラシー獲得プログラムを構築することで、生徒の「科学的思考力」、「課

題発見・解決力」、より高度な「コンピュータリテラシー」が育成される。 

⑤ Ⅱ－② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成 

 全教科において、アクティブラーニングによる生徒の自発的・課題解決型学習を取り入れ、教科間

で連携しながら学校全体で科学的思考力の育成に取り組むと共に、各種国際コンテスト等に向けたゼ

ミ形式による学習会を開催して卓越した才能の育成に努めることで、生徒の「科学的思考力」、「課

題発見・解決力」、「プレゼンテーション能力」、「グローバルリーダーシップ」が育成される。 

⑥ Ⅲ－① 地域の高等学校との連携 

 理数教育の拠点校として、地域の高校生を対象とした研究発表会や実験講座を開催すると共に、教

員を対象とした成果発表会や課題研究に関する指導方法の普及活動を行うことで、地域の高等学校の

科学系部活動の活性化と理数教育力の向上、新しい学習・指導方法の地域への普及が図られると共に、

本校生の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、「プレゼンテーション能力」が育成される。 

⑦ Ⅲ－②  地域の小・中学校との連携 

 教育委員会と連携して、地域の小・中学生を対象とした実験講座を開催して本校生を指導者として

参加させると共に、教員対象の成果発表会を行うことで、地域の小・中学生の理科的素養の向上とＳ

ＳＨ事業の成果の普及が図られると共に、本校生の「科学的思考力」、「プレゼンテーション能力」

が育成される。 



- 9 - 

（４） 実践および実践の結果の概要 

 ① Ⅰ－① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内  容 時  期 対 象 

１ エア研究 平成28年4月21日～9月8日 高校１年 

２ 地域野外研修（只見町ブナ林） 平成28年6月11日 高校１年 

３ 高校生のための放射線セミナー 平成28年8月22日 高校１年 

４ エッグドロップコンテスト 平成28年10月6日～10月20日 高校１年 

５ 実験・実習による探究活動 平成28年10月27日～平成29年2月23日 高校１年 

６ 
地域企業研修（会津オリンパス先端

企業研修） 
平成28年12月20日 高校１年 

７ 医療に関する講義 平成29年2月16日 高校１年 

８ 分子生物学実験講座 平成29年3月21日、24日 高校１年 

９ 課題研究 平成28年5月20日～11月11日 高校２年 

10 英語による科学講座 平成28年12月21日 
高校１年、中学３年・高
校３年希望者 

11 会津大学研修 平成28年10月11日 中学校１年 

12 福島大学研修 平成28年10月19日 中学校１年 

13 雄国沼自然体験学習 平成28年7月8～9日 中学校２年 

14 新潟大学・新潟薬科大学研修 平成28年10月25日 中学校２年 

15 地元企業研修 平成28年5月25日 中学校３年 

16 福島県立医科大学研修 平成28年7月8日 中学校３年 

17 東北大学研修 平成28年10月19日 中学校３年 

18 
会津大学スポット講義(英語､数学､

情報) 

平成28年12月15日～平成29年3月16

日 
中学校・高校 

19 高等学校ＳＳＨ講演会 平成28年7月8日 高校生全学年、保護者 

20 ＳＳＨ研究成果発表会 平成29年2月23日 
中学校３年､高校１･２年、 

保護者、地区内小中高教員 

21 
夏の科学研修１ 地学コース、生物コ
ース、物理・情報コース（地域企業研
修・科学技術の持続可能性を探る） 

平成28年7月30日、8月8日 高校1年 

22 
夏の科学研修２（研究所研修、研究
発表会研修 ） 

平成28年8月9日～11日 高校２年 

 23 
科学研修（スペースガード探検団研
修） 

平成29年1月29日 
中学１･２年、高校１･２
年 

 ② Ⅰ－② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成 

  １ 英語によるプレゼンテーション研修 平成28年12月19日 高校２年   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 英語による科学講義 平成28年12月21日 
高校１年・中学３年およ
び高校３年希望者 

３ 外国語コミュニケーション講座 平成28年12月26日・28日 高校２年 

４ 台湾海外研修 平成29年1月4日～8日 高校２年 

  ５ 北東ｱｼﾞｱ環境ｴﾈﾙｷﾞｰｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 平成29年3月18日 高校２年 

 

 

 

６ 英語版公式ホームページの更新 平成29年2月～3月 高校１･２年 

７ ＳＳＨ研究成果発表会 平成29年2月23日 
中学校３年､高校１･２年、 

保護者、地区内小中高教員 

８ 海外研修成果報告会 平成28年6月10日 中学生全学年 

 ③ Ⅰ－③ 女性科学者の育成                                        

 

 

  

１ 
女性科学者講演会（女性科学者ワー

クショップ） 
平成28年12月19日 中学３年、高校１･２年 

 

  

 ２ 女性科学者実験講座 平成28年7月22日 高校１･２年 

 ④ Ⅱ－① 中・高・大接続による高度なコンピュータリテラシーの育成 

１ マイコンデジタル時計の製作 平成28年12月～平成29年3月 高校１年 

２ 画像処理プログラミング 平成28年12月～平成29年3月 高校１年 
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３ プレゼンテーション実習 平成28年12月～平成29年3月 高校１年 

４ ロボット制御〈基礎編〉 平成28年10月～平成29年1月 中学１年 

５ ロボット制御〈センサー活用編〉 平成29年3月 中学２年 

６ ロボット制御〈宇宙エレベーター編〉 平成29年2月 中学３年 

７ ダイナモラジオの製作 平成28年10月～平成29年1月 中学３年 

８ 
会津大学スポット講義（航空宇宙工

学とコンピュータ技術関係） 
平成28年12月9日 高校１年 

９ 会津大学課外プロジェクト 未実施 高校１年 

10 プログラミング演習（アルゴリズム） 平成28年4月～平成29年1月 高校３年 

11 会津大学との高大連携 未実施 高校１年 

12 
男性科学者育成講座（ＰＣ組立ワー

クショップ、Arduino講座等） 
平成28年7月22日 高校１･２年 

 ⑤ Ⅱ－② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成 

１ 物理チャレンジ対策講座 平成28年6月～7月 高校１･２年 

２ 化学オリンピック対策講座 平成28年6月～7月 高校２年 

３ 生物オリンピック対策講座 平成28年5月～7月 高校２･３年 

４ 科学の甲子園対策講座 平成28年10月 高校１･２年 

５ 科学論文執筆講座 平成28年8月～9月 高校３年 

６ 情報オリンピック対策講座 平成28年9月～11月 高校１･２年 

７ パソコン甲子園対策講座 平成28年4月～6月 高校２年 

 ⑥ Ⅲ－① 地域の高等学校との連携 

１ 各種生徒研究発表会への参加 平成28年11月～平成29年3月 
東北地区・県内・地区内
高校生および高校教員 

２ 地域生徒研究発表会の開催 平成28年11月13日 
地区内高校生および高
校教員 

３ 学校公開およびＳＳＨ研究成果発表会 平成29年2月23日 地区内小・中・高校教員 

４ オープンラボラトリー 平成28年7月～8月 
地区内高校生および高
校教員 

 ⑦ Ⅲ－②  地域の小中学校との連携 

 

   

 

 

 

１ 小学生のための科学実験講座 平成28年8月5日 地区内小学生   

 

 

 

 

２ 中学生のための科学実験講座 平成28年8月5日 地区内中学生 

３ 学校公開およびＳＳＨ研究成果発表会 平成29年2月23日 地区内小・中・高校教員 

４ 地域小・中学校の学校説明会 平成28年6月～11月 
地区内小・中学校教員およ
び児童生徒とその保護者 

 

２ 研究開発の経緯 

  経過措置指定である昨年度においては、１期目において確立した本校独自の科学技術系人材育成プログラ

ムである「Science 日新館構想」を継承するとともに、サスティナビリティをテーマに掲げて各種事業を展

開し、アクティブラーニングによる学習・指導方法により事業を実践し、加えて、ルーブリック等の評価方

法を新たに導入した。事業としては、新たに産業技術総合研究所との連携事業を実施すると共に、海外研修

においては、これまでのノウハウを生かして福島県教育委員会の「未来を担う高校生海外研修支援事業」を

活用して実施し、さらに、小学生のための科学実験講座も教育委員会と連携して開催するなどして事業を実

施した。 

  ２期目は、本校独自の「Science 日新館構想」を新たに再編・拡充し、あらためて事業テーマとして

サスティナビリティを掲げ、ＰＤＣＡサイクルによる人材育成方法を確立し、アクティブラーニングに

よる生徒の自発的・課題解決型学習を展開することで、国際社会の様々な課題を解決する科学技術者に

必要な５つの能力を設定し、効果的に育成できる教育プログラムを研究開発する。具体的には、グロー

カル人材育成プログラムの開発をすすめ、会津から世界を変える科学技術者の育成に取り組む。具体的

には、科学者・技術者に必要となる資質・能力を、学力の３要素を踏まえて、科学的な知識と技術を身

につけ活用する「Ａ、科学的思考力」、身近な課題を独自の技術で解決していく「Ｂ、課題発見・解決

力」、周囲と協働して研究を行い成果を伝える「Ｃ、プレゼンテーション能力」、コンピュータに必要

な作業を行わせる「Ｄ、コンピュータリテラシー」、地球規模で自然と科学技術との調和を目指す「Ｅ、

グローバルリーダーシップ」の５つの能力と定義し、評価方法を充実させて育成していく。 
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３ 研究開発の内容 

（１） Science 日新館は未来の科学技術者を育成します。 

Ⅰ－① 地域の課題を解決する独自の研究開発を行う科学技術者の育成 

研究開発の仮説 

 自然環境や地域産業、地域医療など、幅広く地域に関する調査研究を行い、生徒の自由な発想に基づく独

自のテーマ設定による多様な課題研究と発表を繰り返し実施することで、科学的な知識・技術の習得と主体

的に課題解決を図る姿勢が身につき、生徒の「科学的思考力」、「課題・発見解決力」、「プレゼンテーシ

ョン能力」、「コンピュータリテラシー」が育成されることが期待できる。 

 

Ⅰ－①－１ 高等学校１学年 学校設定科目「ＳＳＨ産業社会」 

（１） 教育課程上の位置づけ 

  １年次の「産業社会と人間」２単位を学校設定科目「ＳＳＨ産業社会」として設定した。 

（２） 対象生徒 

  高校１年生 ２３９名（ＳＳ選択コース ３９名） 

（３） 研究開発の仮説との関連 

 科学論文の読解とポスター作成や決められたテーマに沿った実験・実習と論文作成、さらに、分野別の

探究活動や教科横断型課題研究とプレゼンテーション資料を作成することに加えて、それぞれの単元で発

表を繰り返し行うことにより、２年次の課題研究に必要となる科学的な知識・技術の習得と主体的に課題

解決を図る姿勢が身につき、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、「プレゼンテーション能

力」、「コンピュータリテラシー」が育成されることが期待できる。 

（４） 各単元の概要と育成する能力  

単 元 名 概 要 A B C D E 

科学について考える 

（エア研究） 

先行科学論文の読解と研究内容の

ポスター作成・発表 
○ ○ ○ ○ ○ 

エッグドロップコンテスト 
自由落下運動と衝突に関する実

験・実習と研究内容の論文発表 
○ ○ ○  ○ 

実験・実習をとおした 

探究活動 

分野別実験とそのプレゼンテーシ

ョン資料の作成と口頭発表 
○ ○ ○ ○ ○ 

教科横断型指定課題研究 
教科横断型の分野選択制による探

究活動・口頭発表 
○ ○ ○ ○ ○ 

 

（５） 年間指導計画  

 学校設定科目「ＳＳＨ産業社会」 ※ＳＳコースの内容のみ記載 

月 単 元 単元の内容 学習の目標【検証方法】 

４ 

～ 

９ 

科学について 

考える 

（エア研究） 

科学者の行った研究内容を理解し、自

分たちが行った研究のようにポスター

を制作して発表し、参加者にその内容

を理解させる。 

・科学研究の流れの理解 

・科学研究ポスターの作成スキル、発

表スキルの習得 

【ポスター発表チェックシート】【ア

クティブラーニングチェックシート】 

１０ 

～ 

１１ 

エッグドロップ

コンテスト 

エッグドロップコンテスト（高い所か

ら生卵を安全に落とすための機体を作

製し競うコンテスト）に向けて機体を

作成し、競技を行う。 

・科学研究の一連の流れの習得 

・仮説の設定方法、実験による仮説の

検証と考察方法、論文作成方法 

【論文チェックシート】【アクティブ

ラーニングチェックシート】 

１２ 

～ 

１ 

実験・実習をと

おした探究活動 

（教科横断型指

定課題研究） 

追実験を行い、得られたデータを分析

し、自分なりの視点で考察し、得られ

た知見をまとめ、プレゼン発表する。 

・科学研究の一連の流れの習得 

・実験データの整理・分析・考察方

法、プレゼン資料作成と発表の方法 

【プレゼン発表チェックシート】【ア

クティブラーニングチェックシート】 

２ 
ＳＳＨ研究 

成果発表会 

１年間のＳＳＨ活動をプレゼン発表

し、参加者に内容を理解させる。 

・実験データの整理、分析、考察方

法、プレゼン資料作成と発表方法 
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３ 一年間のまとめ 

１年間のＳＳＨ活動を振り返り、その

学習によって習得できたことについて

まとめる。 

・１年間のＳＳＨ活動を振り返ること

による自己評価方法 

【ポートフォリオ評価】 

【サスティナビリティ評価】 

   

 

分野 テーマ 

物理 物体の落下実験の誤差に関する研究 

物理 フックの法則 

化学 中和滴定によって食酢中の酢酸の濃度を求める 

化学 イオン化傾向を調べる～金属樹の利用～ 

生物 
植物の進化を探る 

～光合成色素の分離による系統分類～ 

地学 桜島は成層火山なのか？～火山灰の研究～ 

情報 サイコロの確率は本当に６分の１になるのか？ 

情報 コンピュータを利用したシミュレーション 

数学 
不思議な確率～直観と異なる確率～ 

（誕生日とモンティホール問題） 

  

（６） 検証 

〇 生徒アンケート結果（生徒自身の５つの力の成長実感調査） 

事業名 
育成したい力 

生徒の成長実感と教員期待値（％） 

成長したと答えた割合 ％ 
/ 教員の期待値 ％ 

達 成 

率 ％ 

結

果 

A1 A2 B C D E +1 A1 A2 B C D E +1 

エア研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ K 85 
/70 

71 
/70 

71 
/70 

82 
/70 

53 
/70 

85 
/70 

65 
/70 

104％ ○ 

エッグドロ

ップコンテ

スト 

○ ○ ○ ○ ― ○ A3 79 
/70 

91 
/70 

88 
/70 

61 
/70 

― 
85 
/70 

88 
/70 

117％ ○ 

探求活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ A3 82 
/70 

64 
/70 

79 
/70 

82 
/70 

73 
/70 

82 
/70 

82 
/70 

111％ ○ 

※１育成したい力 

 ５つの力 

 Ａ１．科学的思考力  「科学に関する知識や技能を増やせた」 

 Ａ２．科学的思考力  「論理的に考える力を向上できた」 

 Ｂ． 課題発見・ 解決力        「課題を見つけ、解決していく力を向上できた」 

 Ｃ．プレゼンテーション能力    「伝えたいことを整理し、相手に正しく伝える力を向上できた」 

 Ｄ．コンピュータリテラシー    「情報機器を活用する力を向上できた」 

 Ｅ．グローバルリーダーシップ  「チームで協同して活動する力を向上できた」 

 ＋１の能力 

  Ｋ． 科学への興味・関心        「科学に関する知識を増やしていきたい」 

 Ｓ． サスティナビリティ     「持続可能な社会づくりの大切さへの理解が深まった」 

 Ｇ． グローバルな力        「海外でも通用する力を向上させることができた」 

 Ｗ． 女性科学者の理解        「女性科学者への理解（現状、生活と仕事など）が深まった」 

 Ｒ． 科学倫理         「科学活動を行ううえで持つべき倫理観の理解が深まった」 

 Ｐ． ポスター発表  「ポスター発表のしかたへの理解が深まった」 

※２ 達成率と結果 

  × ６９％以下、△７０％～９９％、○１００％～１２０％、◎ １２１％以上 

分野 テーマ 

物理

＋ 

情報 

Arduino による水温制御 

【エア研究ポスター発表】 【エッグドロップコンテスト】 

【探究活動 口頭発表】 

※ 実験・実習をとおした探究活動のテーマ一覧  ※ 教科横断型指定課題研究のテーマ一覧 



- 13 - 

 

 〇 単元ごとの生徒評価結果（パフォーマンス課題のルーブリック評価） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 行程ごとの生徒の能力形成に関する認知分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

97%

50%

67%

100%

89%

78%

50%

39%

89%

75%

50%

22%

0%

92%

0%

100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

指定書式・章立てで作成した
図表番号, キャプションを正しく書いた

適切な研究タイトルをつけた
研究の必然性を理解できる序論を書いた

研究目的を達成できる研究の方法を書いた
研究を再現できるように研究の方法を書いた
実験結果を適切な図表を用いて表現した

図表だけで読者は結果をある程度理解できる
実験ごとに結果と解説をのせた

研究で得られた知見を導き出した
考察では、誤差やその原因を議論した

考察では、実験値を理論値・予想値と比較した

ひょうせつ、ねつ造・改ざんをしなかった

Abstractは英語で書いた
★全文英語で書いた

チーム全員が活躍した

書式

論文の

内容

グローバル

態度目標

科学倫理

論文・要旨（エッグドロップ） ルーブリック評価結果

73%
70%

59%
60%

98%
81%

78%
35%

52%
52%

54%
60%

70%
76%

73%

0%
0%

84%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文字の色・大きさは適切だった
図表・写真の位置・配色は適切だった

表やグラフに必要な情報の記載があった
全体的に見やすかった

内容は事実に基づいていて間違いがなかった
研究に必然性があった

適切な研究手法であった
先行研究と新規性を示した

論理的な構成だった
興味深い研究だった

原稿を見ずに発表した
アイコンタクトをとって話した
話す速さと間は適切だった
指し棒などを使って説明した

質問に正しく応答できた

★英語で発表した
★英語で質問に返答した

チーム全員が活躍した

スライドの

見やすさ

研究の質

発表技術

質疑応答

グローバル

態度目標

ポスター発表（エア研究） ルーブリック評価結果

78%
78%

80%
58%

92%
77%

90%
28%

60%
62%

12%
28%

73%
63%

67%
75%

0%
0%

92%
30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文字の色・大きさは適切だった
図表・写真の位置・配色は適切だった

表やグラフに必要な情報の記載があった
全体的に見やすかった

事実と推論を区別して話した
研究に必然性があった

適切な研究手法であった
先行研究と新規性を示した

論理的な構成だった
興味深い研究だった

原稿を見ずに発表した
アイコンタクトをとって話した
話す速さと間は適切だった
指し棒などを使って説明した

時間通りに発表した
質問に正しく応答できた

★英語で発表した
★英語で質問に返答した

チーム全員が活躍した
他の人の発表に質問をした

スライドの

見やすさ

研究の質

発表技術

質疑応答

グローバル

態度目標

口頭発表（探究活動） ルーブリック評価結果

100%

83%

94%

28%

100%

61%

61%

94%

89%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活動前に活動の目的を理解した
活動前に活動の流れを理解した

必要な知識を入れながら活動した
すでに学んだ知識や経験を活かして活動した

自分の意見をチーム内で３回以上述べた
他者の意見を批判した

計画をたててチームで行動した

チームに貢献した
班員もチームに貢献した

外国語の文献・書籍などを参考にした

見通しを

もって活動

学びの

結合１

学びの

結合２

グローバル

態度目標

行程ごとの評価（エア研究） ルーブリック評価結果

計画性
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（７） 事業の成果と課題 

   ポスター発表のルーブリック評価では、「英語での発表や返答（グローバルな力）」の項目が両方

０％となり、全くできていない。それは、口頭発表のルーブリック評価でも同様である。また、行程ご

との評価においても「外国語の文献・書籍などを参考にした」の項目が０％～６％となっている。しか

し、論文・要旨のルーブリック評価では、必須の「Abstract は英語で書いた」という項目が９２％とな

っている（全文英語で書いた項目は０％）。総じて、英語での表現力には自信がないことがわかる。し

かし、チャレンジ項目は０％だが、必須項目になると９２％になるので、生徒の英語力を把握し適切な

課題を与えれば、さらに英語での表現力を鍛えていくことは可能であると考える。 

   次に、発表技術・質疑応答の項目で「原稿を見ずに発表した」と「アイコンタクトをとって話した」

が低く、人前で話すことにまだまだ慣れていないことに加え、研究内容を理解したうえで練習を積むべ

きところが足りていないことがわかる。カリキュラムにおいて、指導教員と共に練習を積む時間が必要

であると考える。 

   最後に、行程ごとの評価において「他者の意見を批判した」という項目が他の項目より低めである。

友人の意見・考えを自らの考えをもとに批判することが苦手であることがわかる。これは、テーマを決

めて議論するような練習を積ませる活動が必要でないかと考える。 

 

Ⅰ－①－２ 高等学校２学年 学校設定科目「スーパーサイエンス」 

（１） 教育課程上の位置づけ 

  ２年次の「総合的な学習の時間」２単位のうちの１単位を、学校設定科目「スーパーサイエンス」として

設定した。２年生に対して選択希望調査を実施し、選択した５１名を対象とした。 

（２） 対象者 

  高校２年生の学校設定科目「スーパーサイエンス」選択者 ５１名 

  （平成２８年度 学校設定科目「ＳＳＨ産業社会」のＳＳコース選択者） 

（３） 研究開発の仮説との関連 

 多様な課題研究と発表を繰り返し実施することで、科学的な知識・技術の習得と主体的に課題解決を図

る姿勢が身につき、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、「プレゼンテーション能力」、

「コンピュータリテラシー」が育成されることが期待できる。 

（４） 各単元の概要と育成する能力 

100%

100%

91%

100%

100%

74%

85%

94%

91%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活動前に活動の目的を理解した
活動前に活動の流れを理解した

必要な知識を入れながら活動した
すでに学んだ知識や経験を活かして活動した

自分の意見をチーム内で３回以上述べた
他者の意見を批判した

計画をたててチームで行動した

チームに貢献した
班員もチームに貢献した

外国語の文献・書籍などを参考にした

見通しを

もって活動

学びの

結合１

学びの

結合２

グローバル

態度目標

行程ごとの評価（エッグドロップ） ルーブリック評価結果

計画性

100%

100%

100%

81%

81%

70%

73%

100%

95%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活動前に活動の目的を理解した
活動前に活動の流れを理解した

必要な知識を入れながら活動した
すでに学んだ知識や経験を活かして活動した

自分の意見をチーム内で３回以上述べた
他者の意見を批判した

計画をたててチームで行動した

チームに貢献した
班員もチームに貢献した

外国語の文献・書籍などを参考にした

見通しを

もって活動

学びの

結合１

学びの

結合２

グローバル

態度目標

行程ごとの評価（探究活動） ルーブリック評価結果

計画性

62%

84%

84%

89%

51%

62%

46%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

人間を尊重する大切さを説明できる

生物多様性の大切さを説明できる

環境の保全と回復の大切さを説明できる

持続可能なエネルギーの大切さを説明できる

サスティナビリティの重要性を人に説明できる

サスティナビリティに関する社会問題を説明できる

ＳＳＨ事業を通して持続可能な社会に向けて貢献した

サスティナビリティ

の価値観

サスティナビリティ評価 ルーブリック評価結果（高1 生徒自己評価）

サスティナビリティ

の能力
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単 元 名 概 要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

課題研究 ゼミ形式による研究テーマごとの長期課題研究・発表 ○ ○ ○ ○ ○ 

科学研究論文作成 
（英文Abstractを含む） 

ＩＭＲＡＤ型論文作成方法による課題研究の論文作成・発表 ○ ○ ○ ○  
 
（５） 年間指導計画 

  学校設定科目「スーパーサイエンス」 
月 単 元 単元の内容 学習の目標【検証方法】 

４ 
～ 
１１ 

課題研究 

研究テーマを設定し、適切な実
験方法を考える。実験をして結
果をまとめ、結果について分
析・考察する。 

・科学研究ができるようになること【プレゼン発
表チェックシート】【課題研究の各工程のチェッ
クシート】 

１２ 
～ 
２ 

科学研究論文 
作成 

課題研究を論文としてまとめ、英
文でAbstractを作成する。 

・科学研究の論文を書けるようになること 
【論文チェックシート】 
・科学研究の成果を英語で表現できるようになること 

３ 
１年間の 
まとめ 

１年間のＳＳＨ活動を振り返
り、習得できたことや今後の課
題についてまとめる。 

・1年間のＳＳＨ活動を振り返り、生徒自身の活
動の成果をまとめる 
【ポートフォリオ評価】【サスティナビリティ評価】 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

（６） 課題研究テーマ一覧 ※はＳＳＨ探求部の課題研究 

分野 テーマ 人数 連携機関 

物理 

太陽電池の電気特性の自動評価システムの開発※ １人 産総研 

ぺロブスカイト太陽電池の高性能化に向けて※ ２人 産総研 

ソノルミネセンス ４人 明治大学 

化学 

ＤＶＤ分光器によるスペクトル観察 ４人  

茶渋の生成と生活における重曹の作用について ５人  

石けんの洗浄力についての研究 ５人  

生物 

白色腐朽菌による木材からの糖の生成※ ５人  

ミミズの化学肥料に対する耐性を探る※ ４人  

ダンゴムシのカフェインに対する反応 ２人  

雪下大根を人工的に再現できるか・温度と大根の糖度の関係※ ５人  

地学 平成２７年９月に発生した線状降水帯の解析と再現 ５人  

情報 

親子で一緒に学べるアプリ※ ３人  

スマホ依存症患者の手からスマホを手放させる方法※ ３人 会津大学 

ＬＥＧＯ mindstorms EV３を用いた宇宙エレベーターモデルの昇降実験 ５人  

数学 君のなな。 ５人  
 
（７） 検証 
 ○ 生徒アンケート結果（生徒自身の５つの力の成長実感調査） 

事業名 
育成したい力 

生徒の成長実感と教員期待値（％） 
成長したと答えた割合％ 

/教員の期待値％ 
達成 
率％ 

結 
果 

A1 A2 B C D E +1 A1 A2 B C D E +1 

【福島県高等学校生徒理科研究発表会での発表の様子】 
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74%

72%

56%

69%

69%

82%

56%

72%

72%

23%

10%

83%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

活動するたびに実験ノートに記録した
実験前に誤差要因について話し合った
実験前に事故要因について話し合った
誤差対策・安全対策をしてから実験した

実験前に実験結果を予想した
実験を行い仮説を検証できた

生データが紛失・誤加工されない対策をした
実験結果をチームで共有した

活動スケジュールを作成・適宜見直した

外部機関と協同して調査・実験した
海外在住の人と協同して調査・実験した

チームで協同して活動した

調査・実験

態度目標

予定管理

工程ごとの評価（課題研究 ②実験・測定） ルーブリック評価結果

データ

管理

最先端

課題研究 ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｋ 80 
/70 

56 
/70 

78 
/50 

72 
/70 

62 
/50 

82 
/70 

66 
/70 110％ ○ 

研究発表会 
研修 

  ○ ○    ― ― 
63 
/50 

74 
/70 

― ― ― 116％ ○ 

科学研究 
論文作成 

○ ○ ○ ○ ○   
53 
/70 

37 
/70 

33 
/50 

65 
/70 

49 
/50 

― ― 76％ △ 

  
〇 単元ごとの生徒評価結果（パフォーマンス課題のルーブリック評価） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 行程ごとの生徒の能力形成に関する認知分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100%
100%
100%

89%

100%
100%
100%

56%
67%

89%

44%
44%

100%
67%

100%
78%

11%
11%

100%
78%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文字の色・大きさは適切だった
図表・写真の位置・配色は適切だった

表やグラフに必要な情報の記載があった
全体的に見やすかった

事実と推論を区別して話した
研究に必然性があった

適切な研究手法であった
先行研究と新規性を示した

論理的な構成だった
興味深い研究だった

原稿を見ずに発表した
アイコンタクトをとって話した
話す速さと間は適切だった
指し棒などを使って説明した

時間通りに発表した
質問に正しく応答できた

★英語で発表した
★英語で質問に返答した

チーム全員が活躍した
他の人の発表に質問をした

スライドの

見やすさ

研究の質

発表技術

質疑応答

グローバル

態度目標

口頭発表 ルーブリック評価結果

100%

100%

100%

100%

82%

82%

82%

68%

82%

68%

73%

91%

77%

9%

82%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

指定書式・章立てで作成した
図表番号, キャプションを正しく書いた

適切な研究タイトルをつけた
研究の必然性を理解できる序論を書いた

研究目的を達成できる研究の方法を書いた
研究を再現できるように研究の方法を書いた
実験結果を適切な図表を用いて表現した

図表だけで読者は結果をある程度理解できる
実験ごとに結果と解説をのせた

研究で得られた知見を導き出した
考察では、誤差やその原因を議論した

考察では、実験値を理論値・予想値と比較した

ひょうせつ、ねつ造・改ざんをしなかった

Abstractは英語で書いた
★全文英語で書いた

チーム全員が活躍した

書式

論文の

内容

グローバル

態度目標

科学倫理

論文・要旨 ルーブリック評価結果

100%

80%

84%

68%

66%

94%

59%

10%

64%

91%

81%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テーマを設定した

期間内に可能な活動のゴールを設定した
根拠に基づいた仮説を設定した

この研究の社会への波及効果を示した
この研究の新規性を明示した

研究の方法は実現可能で仮説を検証できる

先行研究を示すことができた

海外の先行研究を参考にした

現実的な活動スケジュールを作成した

適切な研究タイトル（仮）をつけた

チーム全員で協同して活動した

研究のきっかけ

研究の

内容

態度目標

海外

工程ごとの評価（課題研究 ①テーマ設定・調査） ルーブリック評価結果

先行研究

予定管理

研究タイトル
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○ 課題研究入賞件数・科学学会発表件数 

日時 大会名（場所） 
発表
件数 

受賞結果 

８月１０日 
～１１日 

全国ＳＳＨ生徒研究発表会 
（神戸国際展示場） 

１ なし 

１１月１３日 
会津地区生徒理科研究発表会 

（本校） 
１９ （表彰なし） 

１１月２０日 
福島県生徒理科研究発表会 

（いわき明星大学） 
１９ 

物理部門最優秀賞 
「太陽電池の電気特性の自動評価システムの開発」 

生物部門最優秀賞 
「白色腐朽菌による木材からの糖の生成」 

化学部門優秀賞 
「ＤＶＤ分光器によるスペクトル観察」 

物理部門・ポスター部門優秀賞 
「ぺロブスカイト太陽電池の高性能化に向けて」 

他 奨励賞１２件 

１２月１８日 
福島県総文祭活動優秀賞公演 

（いわきアリオス） 
１ （表彰なし） 

１月２７日 
～２８日 

東北地区ＳＳＨサイエンスコミュ
ニティ研究校発表会（こむこむ） 

３ 
生物部門優良賞 

「白色腐朽菌による木材からの糖の生成」 

３月１７日 北東アジア環境シンポジウム ２ （表彰なし） 

 

（８） 事業の成果と課題 

口頭発表のルーブリック評価では、スライド自体はある程度満足できるものをつくりあげたようだが、

原稿を見ずに発表した割合が４４％、アイコンタクトをとって話した割合が４４％と低く、今後これらが

改善できるようにしていきたい。論文・要旨のルーブリック評価では、全般的にわかりやすい論文を心が

けたようである。工程ごとの評価（課題研究①テーマ設定・調査）ルーブリック評価では、現実的な活動

スケジュールを作成した割合が６４％となった。部活動と重なっている生徒もおり、スケジュールは立て

にくいものと思われる。工程ごとの評価（課題研究②テーマ設定・調査）ルーブリック評価では、活動す

るたびに実験ノートに記録した割合が７４％であり、今後の活動では気をつけたいところである。また実

験を行い、仮説を検証できた割合が８２％とまずまずの結果であった。工程ごとの評価（課題研究③テー

マ設定・調査）ルーブリック評価では、実験条件とサンプルサイズの妥当性を検証したものの割合が５

６％であり、今後改善していきたい箇所である。課題はあるが、全体的に生徒はよく取り組んだと思われ

るデータである。 

 

Ⅰ－①－３ 高等学校における科学技術者の育成講座（中学校との合同講座を含む） 

 

（１） 研究開発の仮説との関連 

野外研修、大学や研究機関・企業等における研修、医療研修など、幅広く地域に関する調査研究を行う

ことで、科学的な知識・技術の習得と主体的に課題解決を図る姿勢が身につき、生徒の｢科学的思考力｣、

｢課題発見・解決力｣が育成されることが期待できる。 

 

100%

82%

69%

69%

46%

87%

72%

82%

87%

56%

10%

10%

90%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実験結果の捏造や改ざんをしなかった
統計ソフトを使用した

QC７つ道具を使い結果を分析した
統計量を使用して結果を分析した

最小二乗法や統計的検定法を使用した

実験結果から類似点・相違点・規則性を見つけた
得られた知見を専門基礎知識を用いてまとめた

仮説の検証結果を記録した
定量的表現を用いて実験結果を記録した

実験条件とサンプルサイズの妥当性を検証した

外部の研究機関と協同した
海外在住の人と協同した

チームで協同して活動した

結果の整理

態度目標

工程ごとの評価（課題研究 ③まとめ・考察） ルーブリック評価結果

考察

最先端

分析ツール

チャレンジ
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（２） 各単元の概要と育成する能力 

単 元 名 概  要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

科学技術の持続可能性を探る 

※「夏の科学研修１」で実施 

産総研職員によるサスティナビリテ

ィに関する講義 
○     

研究所研修 

※「夏の科学研修２」で実施 

研究室訪問と先端科学技術に関する

研修 
○ ○    

地域野外研修（只見町ブナ林） 

事前研修（講義）あり 

生物の多様性に関する講義と野外観

察・実習 
○ ○    

地域企業研修 

（会津オリンパス先端企業研修） 

民間企業技術者による科学技術に関

する講義と施設見学 
〇     

地域企業研修（柳津地熱発電所） 

※「夏の科学研修１」で実施 

技術者による科学技術に関する講義

と施設見学 
○     

医療に関する講義（実施予定） 
医師による先端医療および医療技

術、地域医療に関する講義 
○ ○    

分子生物学実験講座（実施予定） 
ＰＣＲ法を用いた遺伝子解析技術の

習得と科学倫理観の育成 
〇 〇    

大学訪問研修 

※「夏の科学研修１」で実施 

目的別選択制による大学訪問および

研究室見学 
○     

研究発表会研修 

※「全国大会事前研修」 

「夏の科学研修２」で実施 

研究発表会の視察とプレゼンテーシ

ョン技術の研修 
 ○ ○   

放射線実習セミナー 放射線に関する講義と実習 ○ ○    

会津大学スポット講義 
数理科学・科学英語・デザイン科学・

情報科学に関する講義 
○  ○   

高等学校ＳＳＨ講演会 先端科学技術に関する講演 ○ ○    

ＳＳＨ研究成果発表会（実施予定） 
高校ＳＳＨコース生徒および中学校

部活動生徒による研究発表 
 ○ ○   

その他：科学研修 

（スペースガード探検団研修） 

コンピュータを使って科学に関する

興味・関心を高める科学研修 
○   ○  

  

（３） 研究の方法・内容 

（ａ） 夏の科学研修１ 

   〇 日時・場所 

平成２８年７月３０日（土） 8：10～17：30 

コース① 柳津西山地熱発電所、産業技術総合研究所 福島再生可能エネルギー研究所 

平成２８年８月８日（月） 8：00～19：30 

      コース② 福島大学、南相馬市沿岸地域 

コース③ 福島県ハイテクプラザ、楢葉遠隔技術開発センター、福島空港メガソーラー発電所 

平成２８年８月９日（火） 8：30～15：00 （コンピュータ実習室） 

研修報告会 

〇 対象者 

高校１年ＳＳ選択コース コース① １３名 、コース② １３名、コース③ １３名 

研修報告会 ２６名 

〇 内容 

科学に関する興味・関心の拡大と、地域の科学資産についての理解を

深めることを目的に、夏の科学研修１を行った。研修は３つのコースに

分かれ、それぞれ福島県内の大学や科学施設などをまわり、後日、「科

学的思考力」、「課題発見・解決力」、「プレゼンテーション能力」の

育成を目的に研修報告会を行った。 

コース①の柳津西山地熱発電所では、地熱発電のしくみとその地域の

特徴などについて説明を受け、ほかの地熱発電所に先駆けて行っている、 

涵養注水試験についても説明していただいた。産総研福島再生可能エネルギー研究所では、当日、

一般公開を行っており、そこに参加した。風力発電塔の内部を覗くことや、太陽光パネルに使われ

【地熱発電所前での集合写真】 
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るシリコンの結晶を間近で見ることができた。 

コース②の福島大学では、共生システム理工学類教授 塘 忠顕 氏によ

る講義を受けた。生物多様性についての講義をしていただき、南相馬市

沿岸部や東日本大震災における津波による被害を受けた他の地域の生物

についての説明も受けた。その後、津波の被害を受けた南相馬市小高区

でフィールドワークを行った。南相馬市博物館の学芸員の方々から、動

物や植物の現在の状態を詳しく説明していただきながら、２時間程度、

観察を行いながら歩いた。津波や原発事故の影響により植生遷移の初期

状態から草原の状態に進んでいるようすが観察でき、珍しい絶滅危惧種

や攪乱依存種も見ることができた。また、人間が生活していない地域で

活動を活発化させているアライグマやイノシシなどの足跡も発見した。 

コース③の福島県ハイテクプラザでは、ロボット開発について、また

３Ｄプリンタのしくみについて説明を受けた。福島県内の中小企業から

相談を受けて、技術開発を行っていることなどもお話いただいた。楢葉

遠隔技術開発センターでは、ヴァーチャルリアリティ技術を使って原子

力発電所内部の様子を体感することができ、原子力発電所の廃炉のため

にさまざまな技術が使われていることを知った。福島空港メガソーラー

発電所では、太陽光発電のしくみについて説明を受け、巨大な太陽光パ

ネルを見学し、パネルの状態を検査する体験もできた。 

研修報告会では、男性科学者育成講座・女性科学者実験講座の報告と

合わせて、コース別に行った研修内容を報告した。この報告会は男女別

やコース別に行った研修を共有する機会でもある。前半は、口頭発表に

よく使われる PowerPoint を使った報告用スライドの作成を行った。約

３時間でスライドの作成を行うという限られた時間での作業だったが、 

慣れないソフトでのスライド作成に悪戦苦闘しながら、発表の練習までしっかり行うことができて

いた。後半は、それぞれのコース別に報告を行った。多くの班が研修の目的、内容、感想をわかり

やすく伝えることができており、報告についての質問も活発に行われ、その場で議論することもあ

った。この報告会をとおして、研修の内容を整理すると共に、体験できなかったほかのコースの発

表を聞いて新たな知見を得る機会にもなった。 

 

（ｂ）夏の科学研修２ 

   ○ 日時・場所 

  平成２８年  ８月 ９日（火）～１１日（木） ２泊３日 

８月 ９日（火） 13：00～14：30 福井県立恐竜博物館 見学 

８月１０日（水）   9：30～11：00 Spring-8/SACLA 見学 

14：00～15：00 スーパーコンピュータ京 見学 

15：30～17：00 全国ＳＳＨ国生徒研究発表会(ポスター発表)見学 

19：30～21：00 見学内容についての報告会 

８月１１日（木）  8：00～11：30 全国ＳＳＨ生徒研究発表会（全体会）見学 

  ○ 対象者 

   高校２年科目ＳＳ選択者 ２０名 

○ 内容 

     福井県立恐竜博物館、Spring-8/SACLA、スーパーコンピュータ京など、世界でも有数の技術を誇る

科学技術施設での研修により、科学技術に対する興味・関心を高めることができた。全国ＳＳＨ生

徒研究発表会のポスター見学では、疑問に思ったことなどを積極的に質問し、他者とコミュニケー

ションをとると共に、自分たちの課題研究に役立てようという意思が感じられた。 

    報告会では、それぞれの研修内容をスライドにまとめ発表し合うことで、プレゼンテーション能力

を高めると共に、情報を共有することで、さらに研修を有意義なものにすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【南相馬市でのﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの様子】 

【太陽光パネルの検査の様子】 

【研修報告会の様子】 

【SACLA 見学の様子】 【ポスター発表見学の様子】 【報告会の様子】 【全国ＳＳＨ全体会の様子】 
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（ｃ） ＳＳＨ全国生徒研究発表会事前研修 

   ○ 日時・場所 

 平成２８年６月３０日（木） 13：20～14：50 （理科実験室１） 

〇 対象者 

 高校１年ＳＳ選択コース ３９名 

〇 内容 

昨年度のＳＳＨ全国生徒研究発表会のようすをＤＶＤで鑑賞した。これは、ポスター発表のしか

た、口頭発表のしかた、全国の高校生の研究レベルの理解、高校２年次に実際に見学するときのた

めの準備、全国ＳＳＨ校生徒研究発表会での発表や参加意欲の向上を目的としている。発表会のよ

うすを鑑賞したあとは、生徒同士で意見交換を行い、２００字程度でこの研修で得られたことをま

とめるふりかえり活動を行った。 

 

（ｄ） 地域野外研修（只見町ブナ林） 

   ① 野外研修事前指導（講義） 

   ○ 日時・場所 

平成２８年５月１９日（木） 14：50～15：35 （大講義室） 

   ○ 講師・対象者  

講 師：只見町ブナセンター運営委員長 新國 勇 氏 

対象者：高校１年ＳＳ選択コースおよび１年希望者 ４０名 

   ○ 内容  

野外研修の基礎知識として、講師の先生から森林の構成、森林の観察

の方法、只見町の広大なブナ林がユネスコエコパークに指定されているこ

となどについて、資料をもとに丁寧に指導を受けた。また、貴重なブナ林

を人が保護するだけではなく、昔の里山のように賢く利用する（wise use）

ことや、自然環境と sustainable に生きること＝持続可能性の維持につな

がるという話もあり、次回の現地研修にとって大変有意義な講義だった。 

   ② 野外研修 

   ○ 日時・場所 

平成２８年度６月１１日（土） 8：00～16：30 

只見町のブナ林（癒しの森・あがりこの森） 

   ○ 講師・対象者  

講 師：只見町ブナセンター運営委員長   新國 勇  氏 

         只見町公認ガイドインストラクター 渡部 和子 氏  

高原 豊 氏 

対象者：高校１年ＳＳ選択コースおよび１年希望者 ３３名 

   ○ 内容  

「癒しの森」での研修では森林の分類、巨大なブナの倒木に

よるギャップと遷移など、事前に学習した内容を目の当たりに

することができ、ダイナミックな自然の営みを実感することが

できた。「あがりこの森」での研修では、ブナの奇木や炭焼き

に使った穴跡などを観察し、昭和４０年代ごろまでの里山の持

続可能な活用法を知り、人間と自然の関わり合い・共存につい

て学習した。片道２時間の行程だったが、会津の豊かな自然に

直に触れるよい機会でもあった。 

 

（ｅ） 地域企業研修（会津オリンパス先端企業研修） 

  ○ 日時・場所 

    平成２８年１２月２０日（火） 13：30～16：00 （会津オリンパス株式会社若松工場） 

○ 対象者 

    高校１年ＳＳ選択コース ３８名 

   ○ 内容 

会津地方を代表する企業の１つであり、世界の内視鏡の約７割のシェ

アを持つ会津オリンパス株式会社若松工場を訪問した。 

はじめに、会津オリンパスの会社概要や、内視鏡のしくみなどについ

ての説明を聞いたあと、会社紹介のＤＶＤを視聴した。その後、３つの 【質疑応答の様子１】 

【講義の様子１】 

【講義の様子２】 

【｢癒しの森｣での研修】 

【｢あがりこの森｣での研修】 
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班に分かれ、実際に内視鏡の組立を行っているフロアを見学した。ここ

では１台１台の内視鏡が、手作業で組み立てられていく過程を見学する

ことができた。最後に、内視鏡の実物を使って操作をする研修を実施し

た。ここでは３つのブースに分かれ、内視鏡を使って体内にある異物の

モデルを挟みとる操作、大腸の模型の中に内視鏡を入れていく操作、３

Ｄの内視鏡で物をつかむ操作などの体験をした。 

 

（ｆ） 医療に関する講義（実施予定） 
  ○ 日時・場所 
   平成２９年２月１６日（木） 13：00～16：00 （大講義室） 
  ○ 対象者 

    高校１年ＳＳ選択コース ３８名 
   ○ 内容 
    ① 医療現場における内視鏡の利用と診断法  ② 地域医療の実態 

 
（ｇ） 分子生物学実験講座（実施予定） 
  ○ 日時・場所 
   平成２９年３月２１日（火）、２４日（金） 

  ○ 対象者 
    高校１年ＳＳ選択コース ３８名 
   〇 内容   

ＤＮＡの抽出、ＰＣＲ法、電気泳動法という分子生物学の基本的な実験操作と理論について学ぶ。 
 

（ｈ） 放射線実習セミナー 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年８月２２日（月） 13：20～16：10 （ＬＬ教室１、物理実験室） 

   ○ 講師・対象者 

    講 師：東北大学工学研究科量子エネルギー工学専攻 教授 長谷川 晃 氏 

    対象者：高校１年ＳＳ選択コース ３８名 

   ○ 内容 

    講義内容 ・講義  「放射線基礎と利用例」   

         ・実習１ 「霧箱による放射線の観察」 

         ・実習２ 「γ線の物質による吸収」  

前半の講義はＬＬ教室で、後半の実習は物理実験室で行われ

た。講義では、放射線についての基本事項を学び、実習では放

射性物質から出る放射線を霧箱を使って観察したり、放射線の

一種であるγ線の吸収率を、測定器を使って測定したりした。 

  

（ｉ） 会津大学スポット講義（高校数学） 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１２月９日（金） 9：25～10：10 （ＬＬ教室１） 

   ○ 講師・対象者 

    講 師：会津大学 上級准教授 前田 多可雄 氏 

    対象者：高校２年理系クラス ４３名 

   ○ 内容 

    講義内容 ・ 微分積分の歴史と高校で学ぶ微分積分について 

         ・ 大学で学ぶ微分積分について 

         ・ 実数の奥深さや関数の制限の解除について 

         ・ 今後の数学の学習のしかたについて 

 

（ｊ） 会津大学スポット講義（高校英語） 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１２月５日（月） 13：20～14：10 （大講義室） 

   ○ 講師・対象生徒 

    講 師：会津大学 准教授 安田 尚子 氏 

    対象者：高校１年生 ２３８名 

【質疑応答の様子２】 

【講義の様子】 
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   ○ 内容  

    演題 「英語、正しく学んでますか」 

     学校で学ぶ英語は役に立たないと思っている人が多いが、学校で学ぶ英語はすべての基礎であり、

英語学習のスタートラインに立ったに過ぎない。スポーツで言えば筋トレのようなものである。学

校で英語のすべてを教えてくれると誤解してはいけない。競技が異なれば筋トレ以外の練習メニュ

ーが異なるように、目標が異なれば英語の学習方法や必要となる英語力も異なってくる。自分の目

標を定め、その目標を達成するための学習方法を考え、自分で努力していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｋ） 高等学校ＳＳＨ講演会 

   ○ 日時・場所 

平成２８年７月８日(金) ６、７校時 （第一体育館） 

〇 講師・対象者 

講 師：福島大学 名誉教授 長谷部 亨 氏  

対象者：高校全校生 ７１２名 および聴講希望保護者 １０名 

○ 内容 

演題 「科学へのいざない『科学と温故知新』」 

 長谷部先生は核磁気共鳴（ＮＭＲ）を利用した測定が専門で、

高校生にとっては難しい分野だったがわかりやすく説明された。

講演ではさまざまな先人（科学者）の言葉を引用しながら、｢温故知新｣を実践してほしいと生徒に

説かれた。特にポアンカレの「知識ではなく知恵を求めよ。」は、学習の場だけでなく社会生活や

実践の場で意味のある言葉と感じた。質疑では「量子科学に興味があり勉強してみたいが、どのよ

うにしたらよいか。」などの質問があり、先生には丁寧に答えていただいた。 

 

 （ｌ） ＳＳＨ研究成果発表会（実施予定） 

 ○ 日時・場所 

 平成２９年２月２３日（木） 12：45～16：10 （第一体育館および各教室） 

   ○ 来賓・対象者・参加者 

    来 賓：科学技術振興機構（ＪＳＴ）、運営指導委員、県教育庁 

    対象者：高校１、２年生 ４７５名 および中学校３年生 ８９名 

    参加者：本校保護者、他校教員 

 ○ 内容 

 ・ 高校１年ＳＳＨ産業社会ＳＳ選択コース活動報告 

 ①エア研究 ②エッグドロップ  ③探究活動 

    ・ 課題研究口頭発表（２年課題研究、ＳＳＨ探求部（５件）） 

    ・ ポスター発表（２年課題研究、ＳＳＨ探求部、１年エア研究（２８件）） 

    ・ 海外研修報告        

    ・ ＳＳＨ探究部活動報告 

    ・ 講評（運営指導委員、科学技術振興機構） 

 

 （ｍ） 科学研修（スペースガード探検団研修） 

   ○ 日時・場所 

  平成２９年１月２９日（日） 13：00～16：30 （コンピュータ実習室） 

   ○ 講師・対象者  

  講 師：会津大学 準教授 寺薗 淳也 氏 

日本スペースガード協会 副理事長 浅見 敦夫 氏 

対象者：中学生希望者 ２７名、高校生希望者 １４名 

  ○ 内容  

【講義の様子１】 【講義の様子２】 【講義の様子３】 

【長谷部先生の講演の様子】 
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はじめに、会津大学準教授 寺薗 淳也 氏より、「小惑星探査の時代がやってきた～はやぶさ２、

オシリス・レックス、資源採掘」の講義を受け、次に、日本スペースガード協会副理事長 浅見 敦

夫 氏より「美星スペースガードセンターの活動」の説明があった。その後、パソコンを使っての新

小惑星探しの体験を行った。参加生徒は、小惑星とは何か、小惑星探査の意義、小惑星を探査する

最新技術、小惑星探査に関する最新情報などの知識を身につけ、さらにパソコンを使っての小惑星

探しの技術を学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 検証 

  〇 生徒アンケート結果（生徒自身の５つの力の成長実感調査） 

事業名 
育成したい力 ※１ 

生徒の成長実感と教員期待値（％） 
成長したと答えた割合 ％ 

/ 教員の期待値 ％ 

達成

率 ％ 

結

果 
A1 A2 B C D E +1 A1 A2 B C D E +1 

野外研修～事

前研修 
○  ○    Ｓ 

56 
/70 

― 
15 
/50 

― ― ― 
82 
/70 

81％ △ 

野外研修～現

地研修 
○  ○    Ｓ 

64 
/70 

― 
33 
/50 

― ― ― 
73 
/70 

89％ △ 

全国ＳＳＨ事

前研修 
  ○ ○   Ｐ ― ― 26 

/50 

41 
/50 

― ― 95 
/70 

95％ △ 

夏の科学研修

１（報告会を

含む） 

○ ○  ○ ○  Ｓ 
84 
/80 

29 
/40 

― 
81 

/80 

62 

/60 
― ― 96％ △ 

夏の科学研修

２ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｋ 

95 
/70 

40 
/50 

25 
/30 

75 
/70 

30 
/50 

90 
/70 

85 
/70 

107％ ○ 

放射線実習セ

ミナー 
○      Ｋ 

90 
/70 

30 
/50 

― ― ― 30 
/70 

80 
/70 

88％ △ 

オリンパス研

修 
○      Ｋ 

23 
/30 

― 100 
/80 

― ― ― ― 125％ ◎ 

ＳＳＨ講演会 ○  ○    Ｋ 65 
/70 

― 
24 
/50 

― ― ― 
18 
/70 

56％ × 

スペースガー

ド探検団 
○    ○  Ｋ 100 

/80 
― ― ― 73 

/80 
― 91 

/80 
110％ 〇 

 

（５） 事業の成果と課題 

  高校生に対して、主に１学年では野外研修、大学や研究機関・企業等における研修、医療研修など、幅

広く調査・研修を行った。各研修における生徒に身につけさせたい力の成長実感調査により概ね目標が達

成できていると考えられる。また、２学年では大学や研究機関における研修や全国発表会研修を行った。

２学年では課題研究が主な活動であり、１学年で身につけた力をもとに課題研究をやり遂げることができ

るように研修を企画した。このような２年間のＳＳＨ活動のプログラムを実践することにより、生徒に科

学的な知識・技術の習得と主体的に課題解決を図る姿勢を身につけさせ、さらに｢科学的思考力｣、｢課題

発見・解決力｣を育成することができたと考えられる。 

  本校のＳＳＨ活動は選択制をとっている。多くの生徒がＳＳＨ活動に参加できるように、研修の内容に

よっては同学年のすべての生徒から参加を募って実施した。  

  ＳＳＨ講演会の成長実感調査結果が目標値を大きく下回った。生徒から聞きたい講演内容を調査するな

ど、改善していきたい。 

【寺園准教授の講義の様子】 【小惑星探しの活動の様子】 
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Ⅰ－①－４ 中学校における科学技術者の育成講座 

（１） 研究開発の仮説との関連 

  自然環境や地域産業、地域医療など、幅広く地域に関する研修を行うことで、科学的な知識・技術の習

得と主体的に課題解決を図る姿勢が身につき、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、「プレ

ゼンテーション能力」が育成されると考えられる。 

（２） 各単元の概要と育成したい能力 

単 元 名 概 要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

研究施設研修 

（福島大学） 

再生可能エネルギーに関する講義と研究室見学によ

る体験学習      ※１０月（中学校１年生） 
○ ○    

大学研修 

（会津大学） 

宇宙開発技術に関する講義と大学見学によるキャリ

ア教育        ※１０月（中学校１年生） 
○ ○    

会津に関する 

課題研究・発表 

自然・歴史・文化・産業などの地域に関する調べ学

習・発表 
 ○ ○   

自然体験研修 

（裏磐梯雄国沼） 

環境保護と生物多様性に関する講義と野外観察によ

る宿泊体験学習             ※７月（中学校２年生） 
○ ○    

大学研修 

（新潟大学・新潟薬科大学） 

研究室訪問と科学実験、大学院生等との交流による

キャリア教育     ※１０月（中学校２年生） 
○ ○    

分野別ディベート研修・発表 分野別の調べ学習をとおしたディベート力の育成  ○ ○   

地域企業研修 

（三菱伸銅・末廣酒造） 

科学技術に関する講義と施設見学、技術者との交流

による体験学習     ※５月（中学校３年生） 
○ ○    

大学研修 

（東北大学工学部） 

分野選択制による科学講義と研究室訪問、科学実験

体験学習       ※１０月（中学校３年生） 
○ ○    

大学研修 

（福島県立医科大学） 

医学部教授による講義と施設見学・体験学習  

            ※７月（中学校３年生） 
○ ○    

課題研究発表 各学年の課題研究の成果発表  ○ ○   

中学校ＳＳＨ講演会 
先端科学技術と課題研究に関する講演 

          ※１０月（中学校全校生徒） 
○ ○    

会津大学スポット講義 数学・英語に関する講義 ○ ○    

ＳＳＨ研究成果発表会 研究発表と高校ＳＳＨコース生徒との交流学習 ○ ○    

  

（３）研究の方法・内容 

 （ａ） 研究施設研修（福島大学） 

  ○ 日時・場所  

平成２８年１０月１９日（水） 10：00～14：30 

   ○ 対象者 

中学校１年生 ９０名 

  ○ 内容 

午前中は、４つの班に分かれて学内の４つの施

設を見学した。午後は、学食で昼食を食べたあと、

共生システム理工学類の概要や環境放射能研究所の説明を聞いた。また、福島県の放射能の現状に

ついての模擬講義では、生徒たちは熱心に講師の先生の話に耳を傾けていた。大学での生活の雰囲

気を味わいつつ、放射能研究についての知識を深めることができた。 

  

（ｂ） 大学研修（会津大学） 

   ○ 日時・場所 

 平成２８年１０月１１日（火） 9：20～11：20 

   ○ 対象者 

 中学校１年生 ８８名 

   ○ 内容 

【施設見学の様子】 【模擬講義の様子】 

【たんぽぽブースの見学】 【解析ブースの見学】 
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JAXA の「はやぶさ２」や「たんぽぽ計画」などに関わる宇宙関連の

研究室（ARC-Space、アークスペース）を見学した。研究室では、「開

発」「解析」「たんぽぽ」の３つのブースに分かれて、ポスターを用い

た説明を聞いたり、実際に機器を触らせてもらったりした。宇宙研究に

対してはもちろん、会津大学そのものに対しても興味・関心を高めるこ

とができた。 

 

 

 （ｃ） 会津に関する課題研究・発表 

   ○ 日時・場所 

平成２８年５月～６月のＲＰ(レインボープロジェクト)時 事前学習 

平成２８年 ７月 ５日（火） 13：20～14：20 出前講座 

平成２８年 ７月 ８日（金） 8：30～16：30 校外学習 

平成２８年 ７月～１１月のＲＰ時 レポート作成 

平成２８年１１月１５日（火） ７校時 校内発表会 

平成２９年 ２月 ９日（木） 14：15～16：20 国際交流 

   ○ 対象者 

中学校１年生 ９０名 

  ○ 内容  

生徒自らが決めた会津に関するテーマについて、調べ学習などの活動に取り組んだ。７月には出

前講座や校外学習を行い、さらに知識を深めることができた。また、１１月には作成したレポート

を他学年の生徒に発表したり、２月には在日外国人に英語で会津を紹介したりして、プレゼンテー

ション能力の育成に努めた。さまざまな活動をとおして、主体的に課題解決を図る姿勢を身につけ

ることができた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｄ） 自然体験研修（裏磐梯雄国沼） 

  ○ 日時・場所 

   平成２８年７月８日（金）～７月９日（土） 

  ○ 対象者 

   中学校２年生 ８５名 

  ○ 内容  

    １日目は、雄国沼への登山をとおして自然散策

を行い、登山道や湿原の植物観察をした。その後、

磐梯青少年交流の家で野外炊飯やナイトハイクを 

   実施した。２日目は、森林環境学習として、講話を聞いたあと、木材を使ってプランターづくりを

行った。２日間の自然体験研修をとおして、自然環境に親しみ、関心を高めることができた。また、

集団活動をとおして、相互理解を深め、仲間意識や連帯感を育み、公衆道徳やマナーの大切さを学

ぶことができた。 

 

 （ｅ） 大学研修（新潟大学・新潟薬科大学） 

  ○ 日時・場所 

   平成２８年１０月２５日（火） 

  ○ 対象者 

   中学校２年生 ８４名 

  ○ 内容  

午前中は、新潟大学の概要説明を受け、そ

のあと、大学院生２名による、それぞれの研 

究内容の発表を聞いた。午後は新潟薬科大学に行き、教授の研究内容について講義を聞き、その後、

【開発ブースの見学】 

【出前講座（伝統工芸）】 

【校外学習】 【中間発表会】 【国際交流】 

【自然散策の様子】 【森林環境学習の様子】 

【新潟大学研修の様子】 【新潟薬科大学研修の様子】 
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大学見学を行った。それぞれの大学で学生や教授から生物学や地球温暖化についての具体的な話を

聞くことができ、研究の内容への興味・関心を高めると共に、未知のことを研究するチャレンジ精

神の大切さを学ぶことができた。 

 

 （ｆ） 分野別ディベート研修・発表 

  ○ 日時・場所 

平成２８年１２月～１月のＲＰ時 事前学習 

平成２９年１月１８日（水）５、６校時 ディベート（練習試合） 

平成２９年１月２５日（水）５、６校時 情報収集・作戦会議 

平成２９年２月 ８日（水）５、６校時 ディベート（１回戦） 

平成２９年２月 ８日（水）６校時 ディベート（２回戦） 

平成２９年２月１６日（木）６校時 ディベート（準々決勝） 

平成２９年２月２２日（水）５、６校時 ディベート（準決勝） 

平成２９年３月 ２日（木）６校時 情報収集・作戦会議 

平成２９年３月１０日（金）６校時 ディベート（決勝） 

平成２９年３月１５日（水）５、６校時 ディベート反省 

   ○ 対象者 

   中学校２年生 ８５名 

 ○ 内容  

   ディベートという、形式が決まっている討論を、肯定側・否

定側のそれぞれの立場で行った。対戦だけでなく、司会・進行

やジャッジという役割も担当し、中立な立場で討論を評価する

経験もした。また、情報収集や作戦会議、ディベート後の反省

において、仲間で話し合い、役割分担をしたり協力して調べた

りした。これらの経験をとおして、論理的思考力、根拠をもと

に筋道を立てて話す力、相手の論理を批判的に評価する力など

を育むことができた。 

 

 

 

（ｇ） 地域企業研修（三菱伸銅、末廣酒造） 

   ○ 日時・場所 

   三菱伸銅 平成２８年５月２５日（水） 13：30～15：30（三菱伸銅株式会社若松製作所） 

   末廣酒造 平成２８年５月２５日（水） 13：30～15：30（末廣酒造株式会社嘉永蔵） 

   ○ 対象者 

   中学校３学年 ８８名 

  ○ 内容  

    生徒に三菱伸銅と末廣酒造のいずれかを選択させた。事前学習としてパソコンを用いてそれぞれ

の会社について調べ学習を行い、研修に臨んだ。 

  〔三菱伸銅〕 

    はじめに会社概要および伸銅の技術についての

講義を受けた。講義後、工場見学および施設見学

を行い、銅が伸ばされ製品化されていく過程や製

品の品質管理のようすを観察した。質疑応答の時

間もあり、疑問点や気付いたことなどに対し回答

をいただき、活発な活動を行うことができた。 

 

〔末廣酒造〕 

    はじめに施設内見学を行った。時期的に酒を仕

込んでいる時期ではないため、実際はどういう仕

込みがされているのかについて、機械を前に説明

していただいた。見学後、酒造の工程、酒米、酒

造りの歴史についての講義を受け、質疑応答の時

間も充実していた。 

 

 

【情報収集・作戦会議】 

【ディベートの様子】 

【ジャッジの様子】 

【工場見学の様子】 【質疑応答の様子】 

【見学の様子】 【質疑応答の様子】 
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（ｈ） 大学研修（東北大学工学部） 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１０月１９日（水） 10：30～14：30 

   ○ 対象者 

    中学校３年生 ８９名 

   ○ 内容  

 午前中は、大学の概要説明を受け、その後４つ

のコース（機械、化学、材料、建築）に分かれ、 

研究室での研修を行った。午後は、午前中とは異なるコースに分かれて研

修を行った。研修では、教授や学生から工学部についての具体的な話を聞

くことができた。また、研究の内容ばかりではなく、学生の生活や、研究

を行うために必要なことなど、進路選択に必要なことを広く学ぶことがで

きた。 

 

 

（ｉ） 大学研修（福島県立医科大学） 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年７月８日（金） 10：00～14：30  

   ○ 対象者 

    中学校３年生 ８９名 

   ○ 内容  

    午前中は、教育研修支援課入試係の氏家渉氏から

大学の概要説明があった。その後、医学部教授の 

渡辺浩志氏による「医学の歴史と免疫・膠原病」の講義を受けた。午後は、

大学見学（講義室、実習室、大学附属学術情報センター図書館、展示館）

およびスキルラボ見学を行った。スキルラボ見学では、臨床実習として心

音の確認や腹腔鏡下での手術などのシミュレーション学習を行った。 

 

 

 

（ｊ） 課題研究発表 

  ○ 日時・場所 

    平成２８年１１月１５日（火） （中学校教室） 

   ○ 対象者 

    中学校全校生徒 ２６７名 

   ○ 内容  

    中学校全校生徒を学年が混合になるように

班（１班５名～６名）をつくり、各自の課題

研究の発表を行った。１年生は会津について

調べたことを新聞に、２年生は自然体験学習や養護学校や国際交流につい

てポスターに、３年生は各自の課題研究の成果をレポートにまとめ、発表

を行った。各発表について付箋にアドバイスや感想を記入し渡した。発表

では、自らの研究成果を発表するだけではなく、これからの研究活動をイ

メージすることや、３年間の活動から学んだことを伝える貴重な機会とな

った。  

 

 

（ｋ） 中学校ＳＳＨ講演会 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１０月５日（水） 15:20～16:10 （大講義室） 

   ○ 講師・対象者 

    講 師：慶応義塾大学 特任講師（株式会社タルディ取締役） 堀川 大樹 氏 

    対象者：中学校全校生徒 ２６７名 

   ○ 内容  

    演題 「地上最強生物クマムシ」 

【建築コース】 【材料コース】 

【化学コース】 

【受講後の質疑応答の様子】 

【シミュレーション学習①】 【シミュレーション学習②】 

【発表の様子】 【質疑応答の様子】 

【付箋記入の様子】 
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クマムシの生態から研究の詳細、研究

者としての生活やご自身の経歴・経験ま

で多岐にわたってご講演いただいた。講

演後は、情報科学部の部活動において実

際にクマムシの捕獲・観察を行い、学校

生活の中で全校生徒が観察できるよう中

学校棟多目的スペースにブースを設けた。 

 

（ｌ） 会津大学スポット講義（数学） 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１１月１８日（金） 13：55～14：40 （大講義室） 

  ○ 対象者 

    中学校３年生 ８９名 

  ○ 内容 

    演題 「日常生活に役立つ数学  

～私たちはなんのために数学を学ぶ必要があるのか～」 

前半では、日常生活の中での数学の実用性について、実例を交え

ながら説明していただいた。後半では、数学嫌いな人たちへのメッ

セージとして、好きにならなくてもよいから使えるようになれば、

将来の生活の質が向上し、選択の幅が広がることを、自身の失敗例

も交えながらわかりやすく説明していただいた。学校の授業で扱う

内容とは少し違った数学の側面を垣間見ることのできる有意義な講

義となった。 

 

（ｍ） 会津大学スポット講義（英語）（実施予定） 

   ○ 日時・場所 

    平成２９年３月１５日（水） （大講義室） 

   ○ 対象者 

    中学校全校生徒 ２６７名 

  ○ 内容 

     過年度は英会話や発音と意味についての講義をしていただいた。 

 

（ｎ） ＳＳＨ研究成果発表会（実施予定） 

   ○ 日時・場所 

    平成２９年２月２３日（木） 12：45～16：10 （第一体育館および各教室） 

   ○ 対象者 

    中学校３年生 ８９名 および高校１・２年生 ４７５名 

   ○ 内容 

    平成２８年度ＳＳＨの活動報告（中学校の活動については、中学校３年生の代表が報告を行う。） 

 

（４） 検証 

〇生徒アンケート結果（生徒自身の５つの力の成長実感調査） 

 

事業名 
育成したい力 ※１ 

生徒の成長実感と教員期待値（％） 

成長したと答えた割合 ％ 

/ 教員の期待値 ％ 

達 成 

率 ％ 
結果 

A1 A2 B C D E +1 A1 A2 B C D E +1 

研究施設研修 

(福島大学) 
○ ○      

87 

/80 

40 

/50 
－ － － － － 98％ △ 

大学研修 

(会津大学) 
○ ○      

99 

/80 

32 

/50 
－ － － － － 101％ ○ 

会津に関する 

課題研究・発表 
 ○ ○     － － － － － － － － － 

【講演の様子】 【質疑応答の様子】 

【講演の様子①】 

【講演の様子②】 
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自然体験研修 

（裏磐梯雄国沼） 
○ ○      － － － － － － － － － 

大学研修 

（新潟大学・新潟薬科大学） 
○ ○      

85 

/80 

39 

/50 
－ － － － － 95％ △ 

地域企業研修 

(三菱伸銅･末廣酒造) 
○ ○      

83 

/80 

30 

/50 
－ － － － － 87％ △ 

大学研修 

（東北大学工学部） 
○ ○      99/80 

46 

/50 
－ － － － － 112％ ○ 

大学研修 

（福島県立医科大学） 
○ ○      85/80 

42 

/50 
－ － － － － 98％ △ 

中学校ＳＳＨ講演会 ○ ○      
93 

/80 

39 

/50 
－ － － － － 102％ ○ 

※１ 育成したい力に該当する項目において教員の期待値を設定した。そのほかの項目においては、期待値

は設定せず、結果のみ記載した。 

 

（５） 事業の成果と課題 

中学校の事業は、日常的に行う事業と、大学研修や講演会のように単発的に行う事業とに分けられる。

今年度は、大学研修や講演会のような事業において、「科学に関する知識や技能を増やせた」と答える生

徒が８割を超え、大きな成果を得ることができた。 

単発的な事業について分析すると、大学研修について、１年生と３年生が「科学に関する知識や技能を

増やせた」の項目に対し９９％が成長したと回答している。これは、今回の研修が、生徒の実態に合って

いたためだと考えられる。１年生は大学という場に初めて行き、大学の雰囲気や研究室を見学することに

より、広く科学へのイメージを膨らませることができた。３年生は、１年次に会津大学研修（講師による

講義および研究室見学）、２年次に新潟大学研修（大学院生による講義および研究室での実験、大学施設

見学）を行ってきた。２年間の研修の蓄積や理科の既習内容が増えたことで、科学への知見が広がってい

るところに大学研修が設定されており、さらに３年次の東北大学研修では、工学部ということもあってか、

研究室で行われている研究が実際に社会に貢献されていることを強く実感することができた。しかしなが

ら、「論理的に考える力を向上できた」に対しては、期待値５０％に対し、全ての事業において数値が下

回った。これは下に課題としてあげたが、論理的に考える力の育成は一時的な取組ではなく、ある程度時

間を要するものであるためと考える。 

また、ＳＳＨ講演会では９３％の生徒が「科学に関する知識や技能を増やせた」と答えており、今回の

講演が、生徒に理解しやすくわかりやすいものであり、講演の設定が適切であったものと考える。 

全体の課題は、単発的な事業が多いためか、事前学習や事後学習を十分に行えていない点である。限ら

れた時間の中で充実した活動を行うことができるよう、今後改善していきたい。また、日常的に行う事業

については今後分析を行い、より充実した事業としていきたい。そして、今回単発的な事業で補えなかっ

た論理的に考える力をつけられるよう、方法を工夫し実施していきたい。 
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Ⅰ－② グローバルな視野と発信力をもつ科学技術者の育成 

研究開発の仮説 

国際交流などの国際理解学習とスーパーグローバル大学である会津大学の教授による語学講座、海外研修や

ホームページによる情報発信により、グローバル感覚と実践的な語学力を育成すると共に、日本人としてのア

イデンティティの確立が図られ、生徒の「課題発見・解決力」、「プレゼンテーション能力」、「グローバル

リーダーシップ」が育成されることが期待できる。 
 

（１） 各単元の概要と育成する能力 

単 元 名 概 要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

ＳＳＨ台湾海外研修 
海外で学校間交流や英語による課題研究

発表、大学・企業との連携を行う。 
 〇 〇  〇 

英語によるプレゼンテーション実習 英語による発表原稿の作成と発表を行う。  〇 〇  〇 

外国語コミュニケーション講座（異文

化コミュニケーション講座を含む） 

海外研修に向けた中国語・英語などによる

コミュニケーション演習を実施する。 
  〇  〇 

英語による科学講義 
外国人大学教授等による英語による先端科

学講義を行う。 
 〇   〇 

英語版公式ホームページの更新 
ホームページの定期的な更新と海外に向け

ての積極的な発信をする。 
  〇  〇 

ＳＳＨ研究成果発表会 
高校ＳＳＨコースによる海外研修の成果を

英語で発表する。 
  〇  〇 

海外研修成果報告会 
海外研修に参加した高校ＳＳＨコース生徒と

中学生の交流会を行う。 
  〇  〇 

インターネットによる海外交流 
スカイプやテレビ電話、電子メールによる

海外の高校や中学校との交流を行う。 
  〇  〇 

北東アジア環境シンポジウム 
北東アジアの高校生との交流を行い、海外

研修の成果を英語で発表する。 
 〇 〇  〇 

 

（２） 研究の方法・内容 

 （ａ） ＳＳＨ台湾海外研修 

   〇 日時・場所 

平成２９年１月４日（水） 移動日 

平成２９年１月５日（木） 清華大学研修 

平成２９年１月６日（金） 実験高級中学との交流会、研究所研修 

平成２９年１月７日（土） 関渡自然公園研修 

平成２９年１月８日（日） 移動日 

    ※ 台湾海外研修での宿泊先 ４日～６日 清華大学寮 

 ７日 台北市内のホテル 

   〇 対象者 

    高校２年科目ＳＳ選択者のうち、 

台湾海外研修希望者 ２８名（男子１４名、女子１４名） 

   〇 内容 

①  清華大学研修（１月５日） 

学内図書館をはじめ、物理系研究室や脳科学研究センター、原子力

研究センターを訪問し、施設を見学しながら研究者から研究内容の説

明や講義を受けた。また、こちらからは清華大学の教授や研究生に向

けて、福島で行っている除染技術の紹介、日本の原子力発電の現状と

【清華大学 物理系研究室訪問】 

【実験高級中学 研究発表の様子】 
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今後、福島県や会津の紹介などについて英語で説明を行った。 

②  実験高級中学研修（１月６日） 

 英語を使った物理の授業に参加したり、実験高級中学生と互いの課題研究の発表を行ったりする

ことにより、台湾の高校生たちと交流した。またこちらからは、白色腐朽菌に関する課題研究の発

表だけでなく、福島の復興状況や会津学鳳高校の紹介について 

も英語で発表を行った。 

③  研究所研修、関渡自然公園研修（１月６日、７日） 

 放射光研究所の NSRRC を訪問し、施設を見学しながら台湾

の最先端技術を理解する研修を行った。普段見ることのない研

究機材やその研究成果を学び、海外の事業に対する関心を高め

た。関渡自然公園研修では、現地ガイドから台湾の自然環境保

全に対する考え方を学び、バードウォッチングも行った。 
 

 （ｂ） 英語によるプレゼンテーション実習 

 〇 日時・場所 

  平成２８年１２月１９日（月） 13：00～15：10 （大会議室） 

 〇 講師・対象者 

講 師：会津大学語学研究センター 准教授 安田 尚子 氏 

対象者：高校２年科目ＳＳ選択者のうち、台湾海外研修希望者 ２８名（男子１４名、女子１４名） 

 〇 内容 

英語によるプレゼンテーションの学習を行った。話すスピードや発音、目線や間の取り方など、実

践的な技術を学んだ。 

 

 （ｃ） 外国語コミュニケーション講座（異文化コミュニケーション講座を含む） 

 〇 日時・場所 

 平成２８年１２月２６日（月） 13：30～14：30 （講義室１） 

 平成２８年１２月２８日（水） 13：30～14：30 （講義室１） 

 〇 講師・対象者 

 講 師: 中国語通訳案内士 手代木 由美 氏 

    対象者：高校２年科目ＳＳ選択者のうち、台湾海外研修希望者 ２８名（男子１４名、女子１４名） 

 〇 内容 

台湾における中国語での挨拶のしかたやコミュニケーションの取り方を学んだ。その際、参加生徒

全員が各自の中国語での名前なども覚え、台湾海外研修でのやり取りに活用することができた。また、

現地の文化についても講義を受け、異国文化に対する理解を深めることができた。 

 

 （ｄ） 英語による科学講義 

 〇 日時・場所 

 平成２８年１２月２１日（水） 13：30～15：20 （大講義室） 

 〇 講師・対象者 

 講 師: 山形大学大学院理工学研究科 教授 城戸 淳二 氏 

  対象者：１年ＳＳ選択コース ３８名、中学３年生・高校３年生希望者 

 〇 内容 

 演題 「ノーベル賞は夢じゃない ～成功は成功を呼ぶ～」 

科学に対する興味・関心を高めると共に、科学の国際性と科

学英語の重要性を認識し、海外において活躍できる科学技術者

を育成することを目的に、英語による講演を行っていただいた。 

前半は、有機ＥＬ研究の第一人者である城戸教授にこれまで

の有機ＥＬ研究の歴史と、これからの有機ＥＬ研究の展望につ

いてお話いただき、後半は、ご自身の生い立ちから研究者への

道のりと、その過程においてターニングポイントとなった出来

【関渡自然公園 ガイドによる講義】 

【講義の様子】 
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事などをお話いただいた。 

講演の中で、国際会議では学生たちが英語を使って発表し、

受賞を目指すことや、海外留学時には英語を話すだけでなく、

さらに積極的な議論が求められることなどもお話いただいた。

コミュニケーションのツールとしての、英語の重要性を感じる

よい機会となった。 

 

 （ｅ） 英語版公式ホームページの更新 

   〇 対象者 

    高校英語研究部 （１年生 ３名、２年生 １名、３年生 ２名） 

   〇 内容 

本事業を地域のみに限らず国際的に発信するため、本校ＳＳＨ公式ホームページの英語版を更新・

公開した。 

 

 （ｆ） ＳＳＨ研究成果発表会（実施予定） 

   〇 日時・場所 

 平成２９年２月２３日（木） 12：45～16：10 （第一体育館） 

 〇 対象者 

    高校２年科目ＳＳ選択者のうち、台湾海外研修希望者 ２８名（男子１４名、女子１４名） 

 〇 内容 

 ＳＳＨ台湾海外研修の成果を英語で発表予定。 

 

 （ｇ） 海外研修成果報告会 

 〇 日時・場所 

 平成２８年６月１０日（金） ６校時 

 〇 対象者 

 中学校３年生 ８９名 

 〇 内容 

台湾研修の内容を報告した。参加者の高校３年生がはじめにプレゼンテーションを行い、どんな目

的を持って研修を行ってきたのか、事前準備は何をしたのかについて話をし、その後台湾での写真を、

エピソードをあげながら紹介した。次に、台湾にて英語で発表したプレゼンテーション”The Situation 

in Fukushima”を見せ、英語で質疑応答を行った。最後の質問タイムでは、中学生が少人数のグルー

プをつくり、そこに高校生が参加する座談会形式をとり、自由に質問できるようにした。中学生から

は「台湾の食べ物はどんなものがおいしかったか」「台湾の学生は英語が上手なのか」「台湾と日本

の大学との違いは何か」など、さまざまな質問があった。 

 

 （ｈ） インターネットによる海外交流（未実施） 

 

 （ｉ） 北東アジア環境シンポジウム（実施予定） 

 〇 日時・場所 

 平成２９年３月１８日（土）  

 〇 対象者 

  高校２年科目ＳＳ選択者のうち、希望者 ３名（女子３名） 

  高校１年ＳＳ選択コースのうち、希望者 ２名（男子２名） 

 〇 内容 

  北東アジアの高校生との交流と海外研修の成果を英語で発表予定。 

【質問の様子】 
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（３） 検証 

  〇 生徒アンケート結果（生徒自身の５つの力の成長実感調査） 

事業名 
育成したい力 ※１ 

生徒の成長実感と教員期待値（％） 
成長したと答えた割合％ 

/ 教員の期待値％ 

達 成
率 ％ 

結
果 

A1 A2 B C D E +1 A1 A2 B C D E +1 

ＳＳＨ台湾
海外研修 

  〇 〇  〇 Ｇ ― ― 
40 
/70 

68 
/70 

― 
88 
/70 

96 
/70 

104％ 〇 

英語による
プレゼンテー
ション実習 

  〇 〇  〇 Ｇ ― ― 
58 
/60 

75 
/70 

― 
83 
/70 

54 
/70 

100％ 〇 

英語による
科学講義 

〇  〇   〇 Ｇ 
94 
/40 

― 
38 
/60 

― ― 
15 
/70 

53 
/50 

 80％ △ 

  〇 英語発表件数 

日 時 内 容 
発表 

件数 
備 考 

１月  ５日 
清華大学研修 

（ＳＳＨ海外研修） 
５ 

「福島の復興について」 

「福島の除染」 

「福島の再生可能エネルギー」 

「地熱発電」 

「白色腐朽菌による木材からの糖の生成」 

１月  ６日 
実験高級中学との交流 

（ＳＳＨ海外研修） 
３ 

「会津学鳳高校と会津の紹介」 

「福島の復興について」 

「白色腐朽菌による木材からの糖の生成」 

２月２３日 ＳＳＨ校内研究成果発表会 １ 「台湾海外研修の成果」 

３月１８日 北東アジアシンポジウム ２ 
「ペロブスカイト太陽電池の高性能化に向けて」 

「福島の除染」 

  〇 英語版公式ホームページの記事掲載数 ２件 

   １．Science Exhibition and Presentation Contest 

   ２．SEN-SHOKU-TAI won at the 2016 Scientific Championship! 

 公式ＨＰアドレス：http://www.aizugakuho-h.fks.ed.jp/sshHP/index_e.html 

（４） 事業の成果と課題 

台湾海外研修において、清華大学での情報発信や実験高級中学での交流をとおして、自分たちの英語力に

対する手ごたえを感じ、相手に伝えたいことを正しく伝える能力を獲得することができた。特にチームでの

役割分担を心掛けて、海外の慣れない環境でも適応する能力を身につけられた。プレゼンテーション能力に

ついては、英語によるプレゼンテーション実習の成果が見られ、質問に対しても積極的に答えることができ

ていた。また、研修先の台湾において一般の方ともコミュニケーションをとることを想定して行った、外国

語コミュニケーション講座を生かして、中国語でのやり取りを行う姿も見られた。その際、現地の文化を事

前に知っておくことにより、よりグローバルな視野を持ち研修を進めることができた。 

英語による科学講義では英語の重要性を認識し、科学技術の発展・普及の礎となることを理解することが

できた。 

課題としては、全体をとおして「課題発見・解決能力」を向上できたと感じた生徒が予想より低いことが

あげられる。生徒自身が疑問に感じたことに対して追及する場面が少なく設定されていたことが要因と考

えられるため、今後の事業改善を目指す。また、次年度以降の英語版の公式ホームページ更新数を増やす

ことで、グローバルな視野を持ち、情報を発信する技能をより多くの生徒に定着させたい。 
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Ⅰ－③ 女性科学技術者の育成 

研究開発の仮説 

 女性研究者によるワークショップや実験講座等を生徒および保護者対象に開催することで、女性研究者のワー

ク・ライフ・バランスとキャリアモデルに対する理解が深まり、女子生徒の大学院進学も含めた進路の深慮と保護

者の理解促進が可能となり、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」が育成されることが期待できる。 
  

（１） 各単元の概要と育成する能力 

単 元 名  概 要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

女性科学者ワークショップ 

※「女性科学者講演会」で実施 
保護者参加による女性研究者の講演 〇 〇    

女性科学者実験講座 本校女性教員による講義および実験・実習 〇     

  

（２） 研究の方法・内容 

 （ａ）女性科学者講演会 

  ○ 日時・場所  

平成２８年１２月１９日（月） 13：00～14：30 （大講義室） 

   〇 講師・対象者 

講 師：東京工業大学 准教授 松下 祥子 氏 

    対象者：高校１年ＳＳ選択コース ３８名、他希望者 

     高校２年科目ＳＳ選択者 ２１名 

中学生 ８９名 

        保護者  ２名 

  〇 内容 

    松下准教授は材料工学の研究者であり、現在はフォトニ

ック結晶、色素増感型太陽電池などを専門に研究活動をさ

れている。ナノ材料創製をベースに、日本の未来のための

科学技術、世界の平和のための科学技術などを考えて、エ

ネルギー・資源・安全安心の視点から研究を行っていると

いう話を中心に、材料工学の面白さや将来性についての講

義を受けた。生徒にとっては難しい理論などもあったが、

先生ご自身の、研究者としての生活の話や母親としての経

験、子どもに対する想いと研究との関わりなどについて見

事な話術で楽しく話されたので、生徒たちは興味を持って

講義に参加できた。さらに講義の中で、「勉強は幸せになる

ためにする」という言葉があり、生徒自身が今の自分の学

びと将来について考えることができた。 

 
 

 （ｂ） 女性科学者実験講座 

  ○ 日時・場所  

平成２８年７月２２日（金） 13：30～16：30 （理科実験室３） 

   〇 対象者 

    高校１年ＳＳ選択コースのうち、女子 １５名、他 １名 

高校２年科目ＳＳ選択者のうち、女子 ２５名、他 ２名 

  ○ 内容 

    本校女性理科教員により、女性に対する高等教育の社会

における意義と、さらに高等教育における学部選択の男女

格差と将来にわたる賃金格差についての講義を受け、女性

としてどのように社会に出て活躍していくのかという進路

について考えた。次に、普段あまり授業で実施することが

ない「豚眼の解剖」を行った。ヒトの眼との共通点が多い

豚眼を解剖することで、ヒトの眼の構造とはたらきを理解

し、さらに、解剖の基礎的な手順や技術を学んだ。 

 

【講義の様子】 

【講義の様子】 

【質問の様子】 
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（３） 検証 

  〇 生徒アンケート結果（生徒自身の５つの力の成長実感調査） 

事業名 
育成したい力 ※１ 

生徒の成長実感と教員期待値（％） 
成長したと答えた割合％ 

/ 教員の期待値％ 
達 成

率 ％ 
結果 

A1 A2 B C D E +1 A1 A2 B C D E +1 

女性科学者 

ワークショップ 

※「女性科学者講演会」で実施 

○  ○    W 
86 

/70 
― 

40 
/50 

― ― ― 
85 

/70 
111％ 〇 

女性科学者 

実験講座 
○      W 

79 

/70 
― ― ― ― ― 

96 

/70 
125％ ◎ 

 

  ○ 女性科学者講演会における保護者アンケート結果 

・ 同じ女性として、母親として子どもの将来を守りたいという思う気持ちに大変共感した。話も面白
く、感動する言葉もあった。貴重な講義に保護者の参加が少なく残念だった。次回もぜひ、受講し
たいと思った。 

・ 分野を問わずたくさんのことを知ることで見えている世界が変わるかもしれない。キャパが広い
ことで日常のさまざまな問題を他人任せにせず、自分で考え模索し研究することができる。何かあ
ったときに「何もできない自分」にならないために知識を得ることの重要性、さらに、勉強は幸せ
になるためにするということを子どもたちに伝えてくださってありがとうございました。進路に悩
むほかの高校生にも聞かせたいとと思った。 

  ○ 女子の理系大学進学者数・理系選択者数 

   ※ 理系選択者数は２年次における理系選択者数（ ）内は女子生徒数 

   ※ 理系大学進学者数の２８年度は２月１０日までのものである。さらに（ ）内は国公立大学 

  ○ 女子のＳＳＨコース生徒数、ＳＳＨ探求部部員数  ※（ ）内は女子生徒数 

年度 科目ＳＳＨコース選択者 ＳＳＨ探求部部員数 

２８ ３９（１３） ４８（９） 

２７ ５１（２５） ３７（９） 
 

（４） 事業の成果と課題 

２つの事業を通して、女性研究者のワーク・ライフ・バランスとキャリアモデルに対する理解が深まった。

また、女子生徒自身が社会においてどのように活躍するか、大学院進学も含めて進路について深く考える

ことができた。また女性科学者講演会においては、男子生徒にも女性研究者についての理解が深まった。

しかし、講演内容や実験内容によって効果が大きく異なるため、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解

決力」が十分に育成されたとは言い難い。保護者の参加も少なく、女子生徒の将来の職業としての女性研

究者への理解が促進されたとはあまり言えない状況である。 

年

度 

学年全体 

（ ）内 女子 

理系選択 

（ ）内 女子 

一貫生 

理系選択 

（ ）内 女子 

女子の理系大学 

進学者数 

（ ）内 国公立大学 

主な進学先 

28 238（118） 110（46） 52（21）  7（3） 福島県立医科大学（医）、奈良女子大学、会津大学など 

27 235（150） 108（55） 42（24） 23（9） 東北大学、北海道大学、新潟大学、福島大学など 

26 237（149） 111（56） 45（26） 18（5） 
東北大学、新潟大学、福島県立医科大学（看護）、 

慶応大学、関西大学など 

【豚眼の解剖をしている様子】 
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（２） Science 日新館は中高大をつなぐ教育プログラムを開発します。 

Ⅱ－① 中高大接続によるコンピュータリテラシーの育成 

研究開発の仮説 

中学校の技術と高校の情報の授業において、ロボット制御やプログラミング等の講座を展開すると共に、

コンピュータ単科大学である会津大学との高大連携による講義および単位認定等を行うなど、高度なコンピュ

ータリテラシー獲得プログラムを構築することで、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、より高度

な「コンピュータリテラシー」が育成されることが期待できる。 
 

Ⅱ－①－１ 高等学校 学校設定科目「ＳＳＨ情報」 

（１） 教育課程上の位置づけ 

   共通教科「情報」の必履修科目である「社会と情報」２単位を学校設定科目「ＳＳＨ情報」に代替して

実施している。 

（２） 対象者 

   高校１年生 ２３９名 

（３） 各単元の概要と育成する能力 

単 元 名 概 要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

マイコンデジタル時計の製作 
デジタル信号処理、プログラム制御学

習のための電子工作 
 ○  ○  

画像処理プログラミング ＡＲプログラミングによる画像処理 ○   ○  

プレゼンテーション実習 
効果的なスライド作成および印象に

残る発表のしかた 
  ○ ○  

（４） 年間指導計画 

   学校設定科目「ＳＳＨ情報」 

月 単 元 単元の内容 
学習の目標 
【検証方法】 

４ 
情報と 

メディアの特徴 

情報の特徴やメディアの特性を理解したう
えで、情報の信憑性の確かめ方を学習する。
実習は、正しい情報を見極める訓練としてイ
ンターネットを利用した情報検索を行う。 

社会における情報の重要性、特
徴、価値を理解し、情報の信憑
性を正しく判断することができ
る。【ワークシート、ペーパーテ
スト】 

５ 情報の表現と伝達 

情報を効果的に伝達するためには、目的や対
象者に添った表現（情報デザイン）が重要で
あることを理解したうえで、具体的な手法を
学習する。実習は、情報の組立（企画立案）
を行ったうえで、ある商品を販売促進するた
めのポスターを制作する。また、品評会を行
うことにより相互評価をする中で、ＰＤＣＡ
サイクルの大切さを学ぶ。 

コンセプトに基づきターゲッ
トに合わせた表現ができる。
【ワークシート、成果物】 

６ 
～ 
９ 

情報のデジタル化 

アナログとデジタルの特徴を理解し、ｎ進数表
現や文字・音・画像、動画のデジタル化の手法
について学習する。実習においては、ビットマ
ップフォント・アウトラインフォントの作成、
ＤＴＭソフトを利用した音声データの作成、写
真の合成、ストップモーションムービーの作成
や編集を行う。 

アナログとデジタルの特徴
が理解でき、コンピュータを
利用したさまざまなデジタル
コンテンツを扱うことができ
る。【ペーパーテスト、成果物】 

１０ 
１１ 

情報通信ネットワ
ークとコミュニケ

ーション 

コミュニケーションの特徴と手段の発達、メ
ディアリテラシーについて理解したうえで、
情報通信ネットワークについて学習する。ま
たその際に、情報通信ネットワークを利用し
たコミュニケーション、安全に使用するため
のセキュリティについても併せて学習する。
実習は、メディアリテラシーを高めるために

コミュニケーションの特徴
や情報通信ネットワークのし
くみが理解できる。また、メ
ディアリテラシーを高めよう
とする態度を身につけると共
に、適切なセキュリティ対策
を講じることができる。【生徒
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新聞の読み比べを行い、コミュニケーション
能力向上のためにビジネスメールの書き方
を学ぶ。 

のようす、ワークシート、ペ
ーパーテスト】 

１２ 
～ 
３ 

マイコンデジタル
時計の製作 

マイコンで動作するデジタル時計を製作し
ながら、回路に使われている部品やその特
性、デジタル信号処理、プログラムによる制
御について学ぶ。 

情報社会を陰で支えている
電子技術についての理解を
深める。【ワークシート、成
果物】 

画像処理 
プログラミング 

社会における情報システムや身のまわりの
機器に利用されている画像処理技術の例を
とおして、画像処理の基礎を学ぶ。その後、
ＡＲプログラミングで空間図形を作成する
と共に、物体の移動、軸の回転などを行う。 

空間認識力を高めると共に、
情報処理技術に対する興味
や、深く考えて問題を解決す
る力を身につける。【生徒のよ
うす、ワークシート】 

プレゼンテーショ
ン実習 

プレゼンテーションソフトを使った情報表
現の基礎を習得し、スライドの論理的デザイ
ン法や色の与えるイメージ、効果的な話術な
どの技術について学ぶ。 

プレゼンテーションソフトの基
本的な使い方を身につけると共
に、聴衆に意図が伝わるプレゼ
ンテーションの技術を身につけ
る。【生徒のようす、成果物】 

 
（５） 研究の方法・内容 

（ａ） マイコンデジタル時計の制作 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１２月～平成２９年３月の学校設定科目「ＳＳＨ情報」の時間 （技術室） 

  ○ 対象者 

    高校１年生（一貫生）２クラス ８２名 

   ○ 内容 

     教材として、プログラムが内蔵されたＰＩＣマイコンデジタル時計キットを使用した。回路に使わ

れるさまざまな部品の名称とその特性について説明しながら授業を進めた。その際、デジタル信号を

処理する部品であるＰＩＣマイコンのしくみや内蔵プログラムについても説明することで、電子回路

のマイコン制御についての造詣を深めることができた。また班の中で進度を合わせ、部品の種類や位

置、極性を班全員で確認することで、部品の付け間違いやはんだ不良が起こらないように注意した。

完成後、生徒たちはタイマー機能やストップウォッチ機能を使用することで、電子基盤のプログラム

による制御について理解を深めているようだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【製作の様子１】 【完成例】 【製作の様子２】 

68%

40%

53%

15%

28%

25%

43%

38%

10%

30%

8%

15%

5%

43%

40%

3%

5%

15%

3%

18%

1 積極的に参加できたか

2 理解が深まったか

3 技術力が向上したか

4 発展的な態度が身についたか

5 関心が高まったか

マイコンデジタル時計 平成29年1月

より肯定

肯定

否定

より否定

28%

43%

27%

37%

22%

65%

44%

20%

29%

28%

20%

58%

27%

56%

20%

16%

34%

34%

15%

8%

30%

10%

12%

8%

3%

1%

1%

7 科学を必要とする職業に就きたいと思うようになったか

6 理科・数学の学習は重要だと思うようになったか

5 知りたいことを自分で調べたいと思うようになったか

4 科学技術や理科に対する興味・関心はどうなったか

3 自分なりに理解できたか

2 研修は面白かったか

1 男女

産総研・ハイテクプラザ研修 平成27年10月21日
①

②

③

④

⑤

質問1､2､3

肯定

やや肯定

どちらでもない

やや否定

否定

質問1､2､3

肯定

やや肯定

どちらでもない

やや否定

否定
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 ○ 生徒の感想 

    ・ 中学のときのはんだ付けよりも難易度が高く難しかったが、最後までやり遂げることができてよ

かった。はんだ付けの技術も向上し、より好きになった。 

    ・ 時計という、日常生活の必需品であるものをとおして、電子回路のしくみについて学ぶことができた。 

    ・ 世の中の機械はこれ以上複雑につくられていると知り、すごいと感じた。 

    ・ はんだ付けは難しかったけど、自分で電子機器をつくったという達成感があり、こういう仕事の

やりがいを感じることができて楽しかった。 

○ 検証 

   すべてのはんだ付けが終了後、テスターを用いたチェックを行う。そこで、はんだ不良やランド剥

がれ、部品の故障、部品を正しく取りつけることができていないなどの理由から正常に動かない生徒

が多数出た。生徒たちは自ら不良箇所を見つけ、修理をして正常に動く状態へと修理した。修正箇所

のない生徒も周囲の生徒を助けているようすが見受けられた。これにより、課題発見・解決力が育成

されていると考える。また、マイコン内での処理、電子基板における回路の動きなどを理解すること

で、規模を大きくしていけばコンピュータに通じるものがあるとの理解を得られたと考える。これに

より、コンピュータリテラシーについても育成されていると評価する。 

 

 （ｂ） 画像処理プログラミング 

○ 日時・場所 

    平成２８年１２月～平成２９年３月の 

 学校設定科目「ＳＳＨ情報」の時間 （情報演習室） 

○ 対象者 

    高校１年生（一貫生）２クラス ８２名 

○ 内容 

生徒たちはデジタルカメラや画像加工ソフト等を例にしながら、

画像処理の基礎を学んだ。そのあと AR Tool Kit を使用し、拡張

現実を体験しながら、それらの技術の応用事例等を学んだ。その

中で実際にプログラミングを行い、Ｗｅｂカメラをとおしてマー

カー上に自分たちで座標計算をした多面体のＣＧを表示した。 

 

 

 

○ アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 生徒の感想 

    ・ 数学の図形問題を追うようして思いどおりになるのがとても楽しかった。 

    ・ できたときの嬉しさがすごいのと、世の中のアニメやＣＧなどはこんな文字でできているのかと

わかった。 

    ・ プログラミングは難しかったが、しくみを理解すればいろいろな図形をつくれた。 

【画面に表示された多面体】 

【プログラミングの画面】 

68%

54%

73%

41%

56%

24%

41%

17%

39%

34%

7%

5%

10%

17%

10%

2%

1. 興味をもって積極的に学習できたか

2. 画像処理の必要性を理解できたか

3. ARの可能性が理解できたか

4. ３次元空間表示が理解できたか

5. 深く考える力が身についたか

画像処理プログラミング 平成29年1月

より肯定

肯定

否定

より否定

28%

43%

27%

37%

22%

65%

44%

20%

29%

28%

20%

58%

27%

56%

20%

16%

34%

34%

15%

8%

30%

10%

12%

8%

3%

1%

1%

7 科学を必要とする職業に就きたいと思うようになったか

6 理科・数学の学習は重要だと思うようになったか

5 知りたいことを自分で調べたいと思うようになったか

4 科学技術や理科に対する興味・関心はどうなったか

3 自分なりに理解できたか

2 研修は面白かったか

1 男女

産総研・ハイテクプラザ研修 平成27年10月21日
①

②

③

④

⑤

質問1､2､3

肯定

やや肯定

どちらでもない

やや否定

否定

質問1､2､3

肯定

やや肯定

どちらでもない

やや否定

否定
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    ・ 実際に自分で図形をプログラミングしてみて、この分野の楽しさと難しさがわかった気がした。自

分は文系だが、簡単なプログラミングくらいはできるようにしておくと便利だと思った。 

○ 検証 

生徒たちは空間図形をプログラミングで画面に表示する際に、どの場所に表示され、どの点とどの

点が繋がるかなどをイメージしながら作業を進めていた。はじめはしっかりとイメージができてい

なかった生徒も、時間を重ねるにつれて、紙面上の図形と空間図形との関係がはっきりとイメージ

できるようになってきた。これにより、科学的思考力の育成が十分に行われたと評価する。またプ

ログラミングにより、順次・分岐・繰り返しなどのアルゴリズム的要素についてもしっかりと身に

ついていることから、コンピュータリテラシーについても育むことができたと考える。 

 

 （ｃ） プレゼンテーション実習 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１２月～平成２９年３月の学校設定科目「ＳＳＨ情報」の時間 （コンピュータ実習室） 

 ○ 対象者 

    高校１年生（総合生）４クラス １５６名 

 ○ 内容 

実習はMicrosoft PowerPoint 2013を用い、新製品の広告用プレゼンテーションを設定した。既製品を取

り扱う場合、それを新製品とみなし、広告用プレゼンテーションを実施する。活動はクラス内の３人で班を

つくり、グループ単位で行い、１クラスあたり１３グループに分けた。 

まず生徒たちはグループごとに扱う製品を設定し、製品の

コンセプトや魅力・主な購入層などの要点をまとめた企画書

を作成した。その企画書をもとに、PowerPoint を用いて広告

用のスライドを作成した。クラス内全グループから企画書が

提出されたのちに、情報を伝えるために必要なスライドの論

理的デザイン法や理解しやすい構成、配色によるイメージ、

効果的な話術などに関する講義を行った。講義は教員が作成

した論理的デザイン法をふまえたスライドや、そうでないス

ライドを見せたり発表のデモンストレーションを交えたり

して行った。生徒たちは内容・構成について話し合いながら

スライドを作成した。２月下旬に中間発表を行い、そこで生

徒同士による相互評価（一次評価）を行う。一次評価は２グ

ループから発表のよい点や修正案などをあげてもらう。その

評価を受け加筆修正したスライドを用いて、３月中旬にクラ

ス全体への本発表（二次評価）を行う。二次評価によって目

的が達成できたかを検証する。 

   ○ 検証 

現在実施中で、検証は終了後に行う。 

 

Ⅱ－①－２ 中学校 教科「技術」 

（１） 対象者 

   中学校 全校生徒 ２６７名 

（２） 各単元の概要と育成する力 

単 元 名 概  要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

ロボット制御－基礎編 

LEGO mind storms NXT を用いたタッチ

センサーやサーボモーターの制御プロ

グラミング 

○   ○  

【スライドと発表原稿を作成する様子】 

【スライドの内容を話し合う様子】 
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ダイナモラジオの製作 
時計やライトの機能を持つ多機能ラジ

オの電子工作 
○   ○  

 

（３）研究の方法・内容 

 （ａ） ロボット制御－基礎編 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１０月～平成２９年３月の「技術」の時間  （中学校ＰＣ室） 

   ○ 対象者 

    中学校１年生 ９０名 

   ○ 内容 

  教育用ロボット「LEGO mind storms NXT」と、プログラミング

言語「ＮＸＣ」とその開発環境である「BrixCC」を用いて、プロ

グラム制御を学んだ。今後センサー制御や課題研究に取り組むと

きに発展できるよう、プログラム言語を用いて指導した。 

二人一組でペアになり、ベースとなるロボットを組み立て、プ

ログラミングを学び、ロボットへ転送し動作させるという手順に

慣れさせながら、モーターの制御とタッチセンサーによる入力の

制御について学んだ。講義の後半には競技大会を開き、知識・理

解の深化と課題による問題解決に取り組んだ。 

   ○ 検証 

    現在実施中で、検証は終了後に行う。 

 

 

 

 （ｂ）ダイナモラジオの製作 

   ○ 日時・場所 

    平成２８年１０月～平成２９年３月の「技術」の時間 （技術室） 

   ○ 対象者 

    中学校３年生 ９０名 

   ○ 内容 

中学校「技術」教材として販売されている、山崎教育システ

ムの「エコキューブラジオ３」を製作した。これは、動作電源

として、乾電池・三相ダイナモ発電器・太陽電池が利用でき、

完成すると、デジタル時計・ＡＭ／ＦＭラジオ・オーディオア

ンプ・ＬＥＤライト・ＵＳＢ充電器として使え、多様なエネル

ギー変換が体験的に理解できるようになっている。 

教科書を使って電気やエネルギー変換について学び、製作実習

に入った。まず電子部品の名称と働き、抵抗器のカラーコードの

読み方などを確認し、製作キットで、実際に部品を確認しながら

はんだ付けの練習をしたあと、ラジオの製作を行った。 

   ○ 検証 

  現在実施中で、検証は終了後に行う。 

 

 

 

 

【プログラミングの様子】 

【ロボットを動かしている様子】 

【はんだ付けをしている様子】 

【基盤の検査をしている様子】 
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Ⅱ－①－３ コンピュータリテラシーを育成する講座 

（１） 各単元の概要と育成する力 

単元名 概要 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

会津大学スポット講義 航空宇宙工学とコンピュータ技術に関する講義 ○   ○  

ＰＣ組立ワークショップ 

※男性科学者育成講座にて実施 
パーソナルコンピュータの構造に関する講義と組立実習 ○   ○  

  
（２）研究の方法・内容 

 （ａ） 会津大学スポット講義 

 ○ 日時・場所 

    平成２８年１２月９日（金） 14：20～15：10 （大講義室） 

   ○ 講師・対象者 

 講 師：会津大学 教授 出村 裕英 氏 

    対象者：高校１年生 ２３９名 

   ○ 内容 

演題 「航空宇宙工学とコンピュータ技術者」 

講義がはじまる前に小惑星検索データベースを見せていた 

だいた。日本の数多くの人名や地名がつけられていて、生 

徒たちは自分の名前がついている惑星があるかを出村先生 

に尋ねて検索をした。講義では小惑星探査機「はやぶさ」 

のプロジェクトに会津大学の学生や教授陣がコンピュータ 

技術者としてどのように関わっていたのか、福島県内の企 

業・工場が機体製作にどのように関わっていたのかなどを 

プロジェクト秘話と共にわかりやすくお話いただいた。ま 

たイトカワの形状を、３Ｄグラスを使い立体的に見ること 

ができた。生徒たちは宇宙についての知識を得ると共に、 

コンピュータ技術者として関わっていくには数学・理科な 

どの幅広い知識が必要であることを知り、進路の志望分野に関わらず大変興味深そうに聞いていた。 

   ○ 生徒の感想 

・ 福島県の会津を含む多くの市町村の技術が「はやぶさ」という探査機にたくさん使われていると知

り、驚いたのと同時に誇れることだと感じた。「はやぶさ２」にもさらに進歩したコンピュータの技

術が活かされていき、その技術というのは、私たちが授業で受けている情報の延長線上にあるのだ

と思うと、今まであまり興味も無かったことが身近に感じた。 

・ イトカワのミッションの難しさ、そして、会津大学の技術のレベルの高さを知ることができてよ

かった。福島は田舎というイメージがあったけど、そのイメージは今日で無くなった。 

・ イトカワの形がラッコに似ていて、ちょっとした遊び心で描いた落書きが実際に役に立ったこと

がすごいと思った。 

・ 自分の得意分野だけでは生きられないこと、ほかの分野に踏み込めるように知識を養っておくこ

とを学び、自分のこれからについて考えたいと思った。 

   ○ 検証 

講義の最中、「はやぶさ」がイトカワに着陸した際の着陸ポイントをどこにしたかと講師から質問

を受けた際に、生徒たちはイトカワの形状や着陸面の凹凸などを考えながら、真剣に着陸ポイント

の絞り込みを行っていた。これにより、さまざまな要素を複合的に考えることで、科学的思考力を

育むことができたのではないかと考える。また、コンピュータリテラシーについても、「はやぶさ」

の制御方法やコンピュータ技術者としてどのようにミッションを成功させたのかなどを興味深く聞

いていたため、しっかりと高めることができたのではないかと考える。 

【講演をなさった出村先生】 

【はやぶさに関するスライド】 
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 （ｂ） 男性科学者育成講座 

 ○ 日時・場所 

    平成２８年７月２２日（金） 13：15～16：30 （会津大学） 

   ○ 講師・対象者 

 講 師：会津大学コンピュータ理工学部 教授 森  和好 氏 

会津大学コンピュータ理工学部 上級准教授 齋藤 寛 氏 

会津大学コンピュータ理工学部 教授 林  隆史 氏 

 対象者：高校１年ＳＳ選択コースおよび２年科目ＳＳ選択者のうち男子生徒 ５２名 

   ○ 内容 

     情報機器を活用する力の向上、コンピュータリテラシーの育成を目的として、会津大学の協力で、

情報に関する講義・実験・実習を行った。 

    （１） パソコン組立体験  （教授 森  和好 氏） 

    （２） Arduino 講座   （上級准教授 齋藤 寛 氏） 

    （３） データサイエンス／ビッグデータ／データアナリスティック人材講座 

（教授 林  隆史 氏） 

   ○ 検証 

・生徒アンケート結果（生徒自身の５つの力の成長実感調査） 

事業名 
育成したい力 ※１ 

生徒の成長実感と教員期待値（％） 

成長したと答えた割合％ 

／教員の期待値％ 

達 成

率 ％ 
結果 

A1 A2 B C D E  A1 A2 B C D E  

男性科学者育成講座 ○    ○  K 
81 

/70 
   

44 

/70 
 

75 

/70 
95％ △ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 事業の成果と課題（中高大接続によるコンピュータリテラシーの育成） 

生徒たちのアンケート結果や感想から、中学校の技術と高校の情報の授業において、ロボット制御やプロ

グラミングなどの講座を展開することで、コンピュータ分野への興味・関心が非常に高まっていることが

見てとれる。また、コンピュータ単科大学である会津大学の教授による講義を行ったことにより、年間を

とおして生徒に「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、より高度な「コンピュータリテラシー」を育成で

きたと考える。 

 

 

 

 

 

 

【左から、パソコン組立体験、Arduino 講座、データサイエンス講座の様子】 
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Ⅱ－② アクティブラーニングによる高度な科学的思考力の育成 

 研究開発の仮説 

全教科において、アクティブラーニングによる生徒の自発的・課題解決型学習を取り入れ、教科間で連携

しながら学校全体で科学的思考力の育成に取り組むと共に、各種国際コンテスト等に向けたゼミ形式による

学習会を開催して卓越した才能の育成に努めることで、生徒の「科学的思考力」、「課題発見・解決力」、「プ

レゼンテーション能力」、「グローバルリーダーシップ」が育成されることが期待できる。 

 

（１） 各テーマの概要 

テーマ 概   要 

国際コンテストを活用した理数教育の充実

（理科） 

中高大接続カリキュラムの開発と、国際コンテストを取り入

れた大学レベルの授業の充実 

コンピュータリテラシーの育成 

（情報科） 

中高一貫教育と高大接続によるコンピュータリテラシー獲得

プログラムの開発 

   ※その他のテーマによるアクティブラーニングの授業導入は平成３０年度より実施予定 

 

（２） 研究の方法・内容 

（ａ） 国際コンテストを活用した理数教育の充実 

  講座名 実施期間と回数 内    容 参加生徒 

物理チャレンジ 

対策講座 

６月～７月  

放課後１時間  ４回 

第１チャレンジの実験レポート対策。

実験計画の立て方、実験データのまと

め方、実験レポートの書き方などをア

クティブラーニングで学習する。 

高校 

１年生 ２名 

２年生 １名 

化学オリンピック 

対策講座 

６月～７月 

放課後１時間  ４回 

有機分野の基礎を講義形式で学び、過

去の問題を用いてアクティブラーニン

グで学習する。 

高校 

２年生 ２名 

生物オリンピック 

対策講座 

５月～７月 

放課後１時間 ２０回 

過去の問題を用いてアクティブラーニ

ングで学習する。 

高校 

２年生 ４名 

３年生 ５名 

科学の甲子園対策 

講座 

１０月 

放課後１時間 １０回 

理科の各科目の内容や課題などをアク

ティブラーニングで学習する。 

高校 

１年生 ８名 

２年生 ８名 

科学論文執筆講座 
８月～９月 

放課後１時間  ４回 

論文の体裁および書式のまとめ方をア

クティブラーニングで学習する。 

高校 

３年生 ５名 

 

（ｂ） コンピュータリテラシーの育成 

講座名 実施期間と回数 内    容 参加生徒 

情報オリンピック

対策講座 

９月～１１月 

放課後１時間 ３６回 

プログラミングの基礎を講義形式で学

び、問題の演習をアクティブラーニン

グで行う。 

高校 

１年生 １０名 

２年生 １０名 

パソコン甲子園 

対策講座 

４月～６月 

放課後１時間 ３６回 

アンドロイドアプリの基礎を講義形式

で学び、企画開発をアクティブラーニ

ングで行う。 

高校 

２年生  ６名 

 

（３） 検証 

〇 国際コンテスト等の参加者数 
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日時 コンテスト 参加人数 受賞結果 

７月１０日 
物理チャレンジ 

（第１チャレンジ） 

高校１年生  ２名 

高校２年生  １名 
入賞なし 

７月１８日 
化学オリンピック 

（予選） 

高校２年生  ２名 

高校３年生  ４名 
入賞なし 

７月１７日 
生物オリンピック 

（予選） 

高校２年生  ４名 

高校３年生  ５名 
優良賞 ３名 

１２月１１日 
情報オリンピック 

（予選） 

高校１年生  ６名 

高校２年生  ４名 
予選Ｂランク 

１月 ９日 
数学オリンピック 

（予選） 
高校２年生  １名 北海道・東北地区表彰者 １名 

１１月１２日 

１１月１３日 
パソコン甲子園 高校２年生  ６名 本選進出ベスト８ 

９月１４日 ＩＴパスポート 高校２年生  １名 ＩＴパスポート取得 １名 

１１月 ６日 
ロボットコンテスト 

ｉｎ会津 

中学校１年生１４名 
中学校２年生１０名 

アイディアだおれ賞 １名 

頑張ったで賞 １名 

ユニーク賞 １名 

１０月２３日 
福島県数学 

ジュニアオリンピック 

中学校１年生 ２名 
中学校２年生 ３名 
中学校３年生 ５名 

銀メダリスト ２名 

銅メダリスト １名 

１１月 ５日 科学の甲子園 福島県大会 
高校１年生  ８名 

高校２年生  ８名 
高校２年８名：優勝（全国大会出場） 

 

（４） 事業の成果と課題 

各種オリンピック対策講座においては、アクティブラーニングによる生徒の自発的・課題解決型学習

を概ね行うことができ、一定の成果を得ることができた。特に科学の甲子園・福島県大会では、高校２

年生８名のチームが成果を発揮して優勝し、全国大会出場を果たした。 

 現在、理科と情報で行っているこのようなアクティブラーニングを、そのほかの教科に普及・発展さ

せていく手立てを考え、実施していくことが今後の課題である。 
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（３） Science 日新館は地域の理数教育の基盤づくりを行います。 

Ⅲ－① 地域の高等学校との連携 

研究開発の仮説 

理数教育の拠点校として、地域の高校生を対象とした研究発表会や実験講座を開催すると共に、教員を対

象とした成果発表会や課題研究指導方法の普及活動を行うことで、地域の高等学校の科学系部活動の活性化

と理数教育力の向上、新しい学習指導方法の地域への普及が図られると共に、本校生の「科学的思考力」、「

課題発見・解決力」、「プレゼンテーション能力」が育成されることが期待できる。 

（１）各事業の概要 

事 業 名 概  要 

各種生徒研究発表会への参加 課題研究の質的向上を図るための研究発表会への積極的参加 

地域生徒研究発表会の開催 高等学校文化連盟との連携による高校生対象の研究発表会の開催  

オープンラボラトリー 本校の施設・設備開放と実験指導による地域の高校生の研究支援 

教員対象ＳＳＨ実験講座 地域の教育研究会との連携による教員対象の実験講座の開催 

学校公開およびＳＳＨ研究成果発表会 地域の高校の教員を対象とした学校公開による成果普及 

他校との共同研究 他校との協働による課題研究 
 

（２）研究の方法・内容、結果 

（ａ） 各種生徒研究発表会 

   平成２８年８月１０日（水）～１１日（木） ＳＳＨ全国生徒発表会  ポスター発表 １件 

平成２９年１月２３日（月） 東北地区ＳＳＨサイエンスコミュニティ研究校発表会 

口頭発表 １件（優秀賞） ポスター発表 ２件  

（ｂ） 地域生徒研究発表会 

   平成２８年１１月１３日（日） 会津地区生徒理科研究発表会 口頭発表 １７件 ポスター発表２件 

平成２８年１１月１９日（土）～２０日（日） 福島県生徒理科研究発表会 

                口頭発表 １７件、ポスター発表２件 

                ・物理部門 最優秀賞１件、優秀賞１件 

・化学部門 優秀賞１件、 

          ・生物部門 最優秀賞１件 

・ポスター部門 優秀賞１件 

（最優秀賞は来年度の全国大会へ出場） 

（ｃ） オープンラボラトリー 

   ＜利用回数（実績）＞ ３回（会津工業高校生徒および引率教員 分子生物学実験） 

①  物品貸し出し 

    ・ 会津工業高校へ課題研究活動のため （保温庫×２） 

    ・ 会津工業高校へ課題研究活動のため 

（サイエンスキューブ、温度・ｐＨ・照度センサー、マイクロピペットなど） 

（ｄ） 教員対象ＳＳＨ実験講座 

未実施 

（ｅ） 学校公開およびＳＳＨ研究成果発表会（実施予定） 

平成２９年２月２３日（第一体育館） 

   参加高校教員 ８名（福島高校、磐城高校、若松第一高校、会津若松ザベリオ学園高校、尚志高校） 

（ｆ） 他校との共同研究 

未実施 
 

（３） 事業の成果と課題 

  １期目のＳＳＨ指定で整備した実験設備・機器類により、オープンラボラトリー構想を展開することが可

能となり、生徒だけでなく教員を対象とした実験講座を行うことが可能となった。今年度は他校の自然科学

部関係の生徒とその担当教員が課題研究を行うことができた。今後は、本校の事業成果の普及と地域還元の

観点から、教員を対象とした実験講座などの開催をとおして、地域の高校との連携だけでなく、地域全体の

教員の指導力向上に少しでも寄与していくことが必要である。 
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Ⅲ－② 地域の小・中学校との連携 

研究開発の仮説 

 教育委員会と連携して、地域の小・中学生を対象とした研究発表会や実験講座を開催して本校生を指導者と

して参加させると共に、教員対象の成果発表会を行うことで、地域の小・中学生の理科的素養の向上とＳＳＨ

事業の成果の普及が図られると共に、本校生の「科学的思考力」、「プレゼンテーション能力」が育成されるこ

とが期待できる。 

 

（１） 各事業の概要 

事 業 名 概    要 

小学生のための科学実験講座 教育委員会との連携による小学生と保護者対象の実験講座 

中学生のための科学実験講座 地域の中学生と本校の中学生が協働で実験を行う科学実験講座 

学校公開およびＳＳＨ研究成果発表会 地域の小・中学校の教員を対象とした学校公開による成果報告 

地域小・中学校の説明会 地域の小・中学校に訪問して行うＳＳＨ事業の成果報告 

 

（２） 研究の方法・内容、結果 

（ａ） 小中学生のための科学実験講座 

  ○ 日時・場所 

    平成２８年８月５日（金）  9：00～12：00  小学生対象講座 （情報演習室、理科実験室） 

                  12：30～16：00  中学生対象講座  

○ 参加生徒 

    会津地区の小学校５年生 １３４名、会津地区の中学生 ６名 

   ○ 講座 

小学生は、事前に下記の５つのテーマから１つを選択して参加した。中学生は、まず理科系の講座

Ⅰか、情報系の講座Ⅱを選択し、講座Ⅰを選択した生徒については、前半の時間で物理か化学から１

つを選択、後半の時間で生物か地学から１つを選択して２つの実験に参加できるようにした。また、

講座Ⅱを選択した生徒は全日程をとおして情報の実験を行った。 

講 座 名 内    容 

講 
 
 

座 
 
 
Ⅰ
 

光の不思議 

（物理） 

光にまつわる不思議な現象を観察した。水に入れると絵が消える不思議なカード

作ったり、目の前で夕日をつくったり、ＣＤで分光器を作ったり、目の前に虹を

つくったりして、これらをみんなで観察した。 

レモンの不思議

実験！ 

（化学） 

身近なレモンをテーマに、レモンの香り成分「シトラール」を用いた芳香剤の作

成、レモンの皮に含まれる「リモネン」を用いた発泡スチロールのリサイクルを

行い、レモン電池の作成をとおして電池の原理を学んだ。最後に金箔をヨウ素液

に溶かし、レモンに含まれる「アスコルビン酸（ビタミンＣ）」で透明にして、金

めっきができるようすを観察した。 

遺伝子って 

なに？ 

（生物） 

ＤＮＡとは、生物の設計図となる遺伝子を構成する物質であり、その中にどのよ

うに遺伝情報が記述されているのかを、それらのことを学習していない小・中学

生にもなるべくわかりやすくなるように、例え話を交えながら説明した。その後、

バナナを用いてＤＮＡを抽出する実験を行った。実験は、なるべく家庭にある道

具や材料を用いてできるようにし、また、操作が少し難しいところでは、ＴＡの

生徒が手伝いに入るように工夫した。最後に、抽出したＤＮＡをピンセットで取

り出し、ろ紙に筆書きしたあと、酢酸オルセインを用いた染色によりその存在を

確認した。 

酸性雨は 

どうやって 

できるか 

断熱膨張による雲の形成実験を行い、水蒸気が空気中で液体になるために必要な

凝結核から、雲粒・雨粒となり雨が降ることを説明し、どの物質を凝結核とした

場合に酸性雨を降らせる雲ができるのかを検証した。雲粒のｐＨの値が最も低く
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（地学） なる物質としてビニールテープを燃焼させた煙を使用し、不燃物として処理され

るものを燃やさないようにするなど、環境へ配慮する意識づけも行った。 

講 

座 
Ⅱ
 

ロボットを 

組み立て、 

動かしてみよう 

（情報） 

LEGO mind storms NXT を教材とし、移動可能なロボットを組み立てた。ロボット

を自由に動かすために、パソコンでプログラミングする方法を学び、自分の考え

たようにロボットを動かした。プログラムはブロックを並べることで簡単に作成

可能なＮＸＴソフトウェアを用い、初心者でもプログラミングできるよう配慮し

て行った。 

 

＜参加者によるアンケート結果＞ 

  ○ 「来年度も継続してほしいか」という質問に対して、「はい」が９６％、「改善してほしい点があるか」

という質問に対して、「特になし」が９４％であった。また、「よかった点」としては、「中学生が優し

く教えてくれた。」、「もともと好きだった科学を深めることができた。」、「班で考え、協力して実験す

ることがよかった。」「授業で習っていないことがわかった。」などがあった。「改善してほしい点」と

しては、「暑いので季節を変えてほしい。」、「時間を増やしてほしい。」、「参加できる人数を増やしてほ

しい。」などがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ｂ） 学校公開およびＳＳＨ研究成果発表会（実施予定） 

   ○ ＳＳＨ研究成果発表会 平成２９年２月２３日（木）12：45～16：10 （第一体育館および各教室） 

 

 （ｃ） 地域小・中学校の説明会 

   ○ 地域の小・中学校に訪問して行う学校説明会において、本校のＳＳＨ活動について紹介した。 

 

（３） 事業の成果と課題 

  地域の小・中学生への、ＳＳＨ事業で購入した実験器具を用いた実験講座をとおして、科学実験への興味・

関心を高めることができた。また、本校生がＴＡとして実験講座に参加することにより、実験内容に関し

て深く理解し、子供たちにそれをわかりやすく伝える力を身につけることができた。実施時期については、

夏休み中の実施となるので暑い時期を避けるのは難しいが、何らかの工夫をしたい。また募集人数につい

ては、実験室の収容人数の関係で、これ以上は増やせない状況である。 

 

【光の不思議（物理）】 【レモンの不思議実験（化学）】 【遺伝子ってなに？（生物）】 

【酸性雨（地学）】 【ロボット（情報）】 
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４ 実施の効果とその評価 

 本校のＳＳＨ事業は、本校独自の「Science 日新館構想」に基づき、１期目の指定より現在に至るまで、

各種事業を中学校・高等学校の全生徒を対象に生徒の発達段階に応じて６年間をとおして展開し、科学的

な知識と技術の習得を図りながら、科学者・技術者として必要な資質と能力の育成に努めてきた。 

 中学校においては、中学校総合学習「レインボープロジェクト（ＲＰ）」を伴う自発的・課題解決型学

習の促進し、大学や研究機関、企業等における研修、地元会津地域の調べ学習、野外実習などの地域に関

する調査研究を実施した。その際、学年ごとに生徒の発達段階を考慮しながらアクティブラーニングによ

る自発的・課題解決型学習による課題研究・研究発表を実施できるよう指導してきた。 

 中学校の成果として、アンケートでは全学年をとおして科学技術に対する興味・関心や職業観の育成において

好評価が得られると共に学習意欲の向上も図られ、全国学力学習状況調査等における成績の向上が見られた。ま

た、多くの大学や研究機関を訪問して教授や技術者と直接対話することをとおして、科学技術者に対するキャリ

ア意識の育成が図られ、会津学鳳中学校の生徒のほとんどが会津学鳳高等学校に進学した。また、その半数以上

の生徒が高等学校で理系を選択すると共に、ＳＳＨコースを選択するなど、進路面における成果も見られた。 

 高等学校においては、学校設定科目「スーパーサイエンス」の授業を選択したＳＳＨコース生徒対象事業

と全校生対象事業とに分けて実施した。ＳＳＨコース生徒対象の事業では、学校設定科目「スーパーサイエ

ンス」の授業に加えて放課後や休日等を活用し、野外研修や実験講座、企業研修などの外部機関と連携した

取組を実施した。内容としては、エア研究（１年時）やエッグドロップコンテスト（１年時）などにより、

探究活動（１年時）や課題研究（２年時）に必要となる基礎的な知識や技能の習得に加え、研究成果をポス

ターやプレゼンテーションなどにより発信する技術の向上を図り、次に課題研究（２年時）をとおして科学

的に探究する能力を育成し、最終的には海外研修（２年時）を活用して海外において研究成果を英語で発表

する意識と意欲の育成を目標に掲げて事業を展開した。また、全校生対象の事業については、科学研究に必

要となる高度なコンピュータリテラシーの獲得を目的とする「ＳＳＨ情報」の授業に加え、ＳＳＨ研究成果

発表会の開催等により、科学研究に必要な基本的な知識と技能の習得に重点をおいた事業を展開した。 

  高等学校の成果として、科学技術者に必要となる資質・能力を学力の３要素を踏まえて、科学的な知識

と技術を身につけ活用する「Ａ、科学的思考力」、身近な課題を独自の技術で解決していく「Ｂ、課題発

見・解決力」、周囲と協働して研究を行い成果を伝える「Ｃ、プレゼンテーション能力」、コンピュータ

に必要な作業を行わせる「Ｄ、コンピュータリテラシー」、地球規模で自然と科学技術との調和を目指す

「Ｅ、グローバルリーダーシップ」の５つの能力と定義し、評価方法を開発した。年度初めに生徒に事業

の単元シラバスを提示し、単元全体の学習イメージを構築させることからはじまる本研究開発における評

価方法の開発により、事業成果やその課題を可視化できつつあり、今後の研究開発に有効であることが示

唆されつつある。生徒評価でＳＳＨコース生徒は科学研究に必要な基礎的な知識と技術を習得が図られ、

授業に対する意欲や授業における成果物の質が高いことから、授業担当者による一次評価は大変よく、ア

ンケートにおいても基礎的な技能の習得に対する項目は、大部分の生徒が肯定的に回答し、十分にその目

的を達成することができたと言える。課題研究については、どの班も身近な自然現象等から素朴な「な

ぜ？」という課題を見出し、科学的に分析することを見とおして独自性のある研究テーマと仮説を設定し

ており、科学的に検証する過程や考察において大学や研究機関等と連携し、その質的向上を図りながら研

究活動を実施した。授業担当者による一次評価は班ごとに差が見られるものの、高度な研究にまでレベル

アップする班もあり、各種研究発表会においても高い評価を得ることができた。海外研修については、事

前の英語プレゼンテーションの準備も意欲的であったが、研修先で意識改革が図られ、事後研究に積極的

に取り組むだけでなく学習意欲に関しても飛躍的に向上し、十分にその成果が得られたと言える。本年度

は英語研究部（部活動）による協力もあり、英語版公式ホームページを更新することができた。 

  最後に全校生の取組の検証として、平成２４年度から本校独自の全校生および全保護者対象の学校評価

アンケートにＳＳＨの項目を設けて分析しており、依然高い割合でＳＳＨ事業が理数教育の充実に効果が

あるとの回答が見られた。 

  高校卒業後の進路については、これまでに多くの生徒が大学の理系学部学科への合格を果たし、ＳＳＨ

コースの理系の生徒だけではなく、文系の生徒までがＡＯ入試や推薦入試において高校時代のＳＳＨ活動

が評価されて合格するなど、本校のＳＳＨ事業が生徒の進路実現においてもよい意味で大きな効果を直接

的にも間接的にも付与しており、将来の日本を支える人材の創出に貢献してきつつあると言える。 

  次年度以降、今年度同様に校長の強いリーダーシップと、管理機関である福島県教育委員会のご協力を

あおぎながら事業を進めていく。 
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５ 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制 

  校内にＳＳＨ事業の運営主体となる「ＳＳＨ事務局」を設け、全教科の教員をもって組織し、事務局

会議を毎週開催（平成２８年度は木曜５校時）して事業管理を行い、校長の強いリーダーシップの下、

学校全体でＳＳＨ事業に組織的に取り組んできた。具体的には、「ＳＳＨ運営指導委員会」における評

価を踏まえて、「校内ＳＳＨ事業企画・評価委員会」において事業計画案を作成し、事務局会議、職員

会議を経て実施事業を決定し、学校全体でＳＳＨ事業を展開した。また、運営指導委員の指導・助言や

校長の意志がＳＳＨ事業に反映されるように、ＳＳＨ担当教頭が事務局会議における調整を図れる体制

とした。加えて、併設型中高一貫教育校の特性を生かして、高等学校と中学校が一体となってＳＳＨ事

業に取り組むために、中学校・高等学校の教職員全員が事業運営を担当し、このことを可能とするため

に、本校の教員は全員、福島県教育委員会より中学校または高等学校との兼務発令を受けて、それぞれ

異なる校種の生徒を指導できる体制となっている。   

 〇 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究開発実施上の課題および今後の研究開発の方向・成果の普及 

  併設型中高一貫教育校である本校は、ＳＳＨ事業対象生徒も会津学鳳中学校の生徒、会津学鳳中学校

からの会津学鳳高校入学生徒、他の中学校からの入学生徒、地域の小・中学生や高校生と多岐に分かれ

ており、事業展開が複雑である。ＳＳＨ指定１期目においては、中高一貫した系統性と各種取組の関連

性に希薄な部分が見られた点や、国際化・情報化社会で活躍できる人材の育成という目標を定めてはい

たが、生徒に育成すべき具体的な能力やその検証方法を明確にしていなかったこともあり、目標の達成

状況を十分に検証評価しにくいという課題があった。なお、本県は平成２３年３月に発生した東日本大

震災に加え、原子力発電所事故等により甚大なる被害を被り、６年の歳月をかけて数多くの復興を遂げ

てきたものの、課題も多く残されている現状にある。 

  そのため、２期目はこれらの課題を踏まえ、校長の積極的なＳＳＨ事業への関わりと共に、事業全体

に一貫した研究テーマを掲げ、生徒に育成すべき資質・能力を明確にし、これまで実施してきた取組を

より系統的・体系的に実践し、有効な生徒評価や事業評価を行うことで、これまでの課題の解決を図る

ことができると期待できる。 

 

 
文部科学省・ＪＳＴ  

  

 
福島県教育委員会 

 
ＳＳＨ運営指導委員会 

 
  

  

職員会議(中･高) 
 

校 長 
 

運営委員会(中･高)  
   

    
  

 
 
 

ＳＳＨ事務局 
 

校内ＳＳＨ事業企画･評価委員会 
  
  
  

 
 

   

            

 
高大連絡協議会(会津大・短大) 

 
 研究推進班 

 
 広報･記録班 

 
予算･管理班 

 

     

 
 ＳＳＨ探求部(高)・情報科学部(中) 
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平成２８年度 福島県立会津学鳳高等学校・中学校 ＳＳＨ運営指導委員会報告 
 

１ 運営指導委員 

神 長 裕 明（福島大学共生システム理工学類 教授） 

前 田 多可雄（会津大学コンピュータ理工学部 上級准教授） 

奥 平 恭 子（会津大学コンピュータ理工学部 准教授） 

志 村 龍 男（福島県立医科大学医学部医学科 教授） 

大和田野 芳郎（産業技術総合研究所福島再生可能エネルギー研究所 所長） 

山 﨑   等（会津オリンパス株式会社 代表取締役社長） 
 

２ 運営指導委員会 

（第１回ＳＳＨ運営指導委員会） 

（１） 日 時  平成２８年７月２７日（水） 13：30～15：30 

（２） 出席者 

 運営指導委員 ４名（神長、前田、奥平、志村）、福島県教育委員会 １名（柳橋） 

（３） 協議内容 

① 平成２８年度ＳＳＨ研究開発実施計画について 

委員より、事業の検証評価の方法等に期待が持てるとコメントされた。また、生徒研究発表は英語で

行うことが有効であるという意見が出された。 

② 平成２８年度ＳＳＨ研究開発の活動状況について 

  委員より、ＳＳＨ事業に参加している対象生徒に関する質問があり、各学年ごとのＳＳＨを選択

している生徒人数を回答し、さらに全校のＳＳＨ選択生徒以外にも広くＳＳＨ事業への参加を呼び

かけている現状を説明した。 

③ その他 

        委員より、高大接続によるアクティブラーニングについて意見が出された。 
 
（第２回ＳＳＨ運営指導委員会） 
（１） 日 時  平成２９年２月２３日（木） 13：35～14：35 
（２） 出席者  

運営指導委員 ５名（神長、前田、奥平、志村、坂西（大和田野氏代理））、 

ＪＳＴ １名（関根）、 福島県教育委員会 １名（藤東） 

（３） 協議内容 
① 平成２８年度ＳＳＨ研究開発の活動状況について 
・ 女性科学技術者育成関係の事業に男子生徒も参加しているのかと質問があり、男子生徒は参加

していないと回答した。その後、男子生徒が参加しても問題ないのではないかと意見が出された。 
・ 先生方が生徒に楽しそうに事業へ取り組む姿勢を見せることで、生徒は課題研究等への取組に

大きな動機付けを得られると助言をいただいた。 
・ ＳＳＨ講演会に対する生徒評価が低いのはどうしてかと質問があった。出席者より、事前のアン

ケートや講演者との詳細な打合せが必要であるとの助言をいただいた。その後、本校の出席者が、
講演者はＳＳ選択の生徒を講演対象としたかったが、本校ＳＳＨ事務局は全校生を講演対象として
希望していたという点で、講演依頼の最初の段階から対象生徒設定に乖離があったと回答した。 

・ 探究活動や課題研究においては、前もってどのような研究成果や研究論文が評価されるのかを
生徒に提示しているのかと質問があった。 

・ 課題研究論文における英語の Abstract が素晴らしいとコメントをいただいた。 
・ 課題研究のテーマに比べると、探究活動のテーマはレベル的に見劣りするのではないかと意見

をいただき、次年度以降改善して行きたいと回答した。その際テーマ設定は非常に大事であり、
魅力的なものでなければならないと助言をいただいた。本校ＳＳＨ事業の研究の仮説にもあるよ
うに、地域の特徴を生かした研究をとおして、幅広い知識を身につけ、その知識を応用した研究
へのアプローチを工夫するようにと助言をいただいた。 

・ 生徒が学んでばかりいないで、科学に対するなぜ？本当？などの疑問を認知していく手立てが
欲しいと要望された。課題研究では、新しい視点をもたせて研究を行い、行った実験で何がわか
ったのかよく考えさせ、よい結果が出なくても創意工夫が必要で、科学的な根拠に基づき、今ま
での科学者・技術者と違った視点から研究活動を行わせることが必要であると助言をいただいた。 

② 平成２９年度ＳＳＨ研究開発の実施計画について 
委員より、来年度の実施計画に関して質問があり、今年度の実施報告書の完成後に成果と課題を

分析し、改善点を検討して計画を作成すると回答した。 
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これまでの主な成果がわかる説明資料 

① 平成２２年度以降の卒業生の進路状況（併設中学校のほぼ全員が会津学鳳高校に進学） 

卒業
年度 

卒業 
者数 

大学 短期 
大学 

専修学校等 就職 その 
他 国公立 私立 理数系 医療系 その他 公務員 民間 

２７ ２３２ ４６  ９３ ５４ ２２ ２１ ２５ ６ ２ １７ 
２６ ２３４ ５１ １０８ ６０ ２３ １５ １６ ６ ４ １１ 
２５ ２３５ ４６ １０４ ６３ ２２ １６ １８ ８ ３ １７ 
２４ ２３５ ３３ １１２ ４４ １７ １１ ２１ ０ ４ ３７ 
２３ ２３９ ３２ １０１ ４９ ４１ ２１ ２８ ５ ３ １０ 
２２ ２３５ ２６ １０２ ３１ ３３ ２６ ２５ １ ２ ２０ 

※ 平成２８年度の状況は本報告書作成段階で集計できないため掲載しない。 
※ 平成２４年度以降（４年間）の主な難関大学および医学部等の合格者数 （ ）内は理数系人数 

  （国公立）東京大学３名（３名）、東北大学２８名（１７名）、筑波大学５名（３名）、 
福島県立医科大学８名（医学部６名）、会津大学２３名（２３名） 

  （私 立）自治医科大学１名（医学部）、獨協医科大学１名（医学部）、慶応大学４名（３名）、 
       早稲田大学１３名（７名）、明治大学１７名（４名）、中央大学２０名 
  
② 理系選択者数の推移(２年次における理系･科目ＳＳ選択者数 ( )内は女子生徒数) 

年度 学年全体 理系選択者 一貫生理系選択 科目ＳＳ選択者 

２８ ２３８（１１８） １１０（４６） ５２（２１） ５１（２５） 
２７ ２３５（１５０） １０８（５５） ４２（２４） ４０（２２） 
２６ ２３７（１４９） １１１（５６） ４５（２６） ５０（２８） 
２５ ２３８（１２２） ８８（３７） ４４（１８） ２７（ ８） 
２４ ２３７（１２２） １２０（４６） ４６（１９） １７（ ７） 
２３ ２３８（１３４） １１０（５２） ４０（２１） ３７（１５） 
２２ ２３９（１３４） ８０（４０）   

  ※ 中学校からＳＳＨ事業を受けてきた一貫生の半数以上が理系を選択 
 
 ③ 課題研究の成果発表等における実績（平成２２年度以前はなし） 
  平成２８年度（１５件）：発表回数５６回（平均３．７回）・入選率   ５３％（ ８回） 
  平成２７年度（１２件）：発表回数４６回（平均３．８回）・入選率   ９２％（１１回） 
  平成２６年度（１７件）：発表回数７０回（平均４．１回）・入選率   ６５％（１１回） 
  平成２５年度（ ９件）：発表回数４８回（平均５．３回）・入選率   ５６％（ ５回） 
  平成２４年度（ ５件）：発表回数３３回（平均６．６回）・入選率 １８０％（ ９回） 
  平成２３年度（ ７件）：発表回数２９回（平均４．１回）・入選率   ５７％（ ４回） 

 
年度 研究発表等における主な入選実績 

２８ 

福島県高等学校総合文化祭自然科学部門 最優秀賞２件、優秀賞１件、ポスター優秀賞1件 
福島県教育委員会主催科学・技術研究論文野口英世賞 
優秀賞２件（高校１件・中学校１件）入選１件（高校１件） 
東北地区ＳＳＨサイエンスコミュニティー研究校発表会 優秀賞１件 

２７ 

全国高等学校総合文化祭自然科学部門 文化連盟賞３件 
福島県高等学校総合文化祭自然科学部門 優秀賞、優良賞４件 
読売新聞社主催日本学生科学賞 福島県知事賞 
福島県教育委員会主催科学・技術研究論文野口英世賞 優秀賞、入選 

２６ 

全国高等学校総合文化祭自然科学部 門文化連盟賞 
福島県高等学校総合文化祭自然科学部門 最優秀賞３件、優秀賞２件、優良賞３件                                   
読売新聞社主催日本学生科学賞 福島県議会議長賞 
福島県教育委員会主催科学・技術研究論文野口英世賞 最優秀賞 

２５ 

全国高等学校総合文化祭自然科学部門 文化連盟賞 
グーグル主催グーグルサイエンスフェアin東北 グーグル賞（最高賞） 
福島県高等学校総合文化祭自然科学部門物理分野 最優秀賞 
福島県教育委員会主催科学・技術研究論文野口英世賞 優秀賞 
福島県教育委員会主催算数･数学オリンピック 金メダル１名、銀メダル４名（中学校） 
ロボットコンテストｉｎあいづ 優勝（中学校） 
東北・北海道地区ＳＳＨ指定校研究発表会 優秀賞 

２４ 
全国高等学校総合文化祭自然科学部門 文化連盟賞 
福島県高等学校総合文化祭自然科学部門生物分野 最優秀賞、優秀賞２件 
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読売新聞社主催日本学生科学賞 福島県知事賞、読売新聞福島支局長賞 
福島県教育委員会主催科学・技術研究論文野口英世賞 最優秀賞、入選 
リバネス主催サイエンスキャッスル2012 in Tokyo リバネス賞 

２３ 福島県高等学校総合文化祭自然科学部門 最優秀賞、優秀賞２件、奨励賞 
  
④ 国際コンテスト等における実績（語学検定関係は除く） 

年度 主な実績 

２８ 
科学の甲子園福島県大会 優勝（全国大会出場） 
第１４回全国高等学校パソコンコンクールパソコン甲子園２０１６ 
モバイル部門 本選出場 全国ベスト８ 

２７ 
全国パソコン甲子園プログラミング部門 本選出場・新人賞受賞 
化学グランプリ東北支部 優秀者表彰 

２６ 
生物学オリンピック 本選出場 敢闘賞 
全国パソコン甲子園 プログラミング部門 本選出場・モバイル部門 本選出場 
化学グランプリ東北支部 優秀者表彰 

２５ 
科学の甲子園 全国大会出場、科学の甲子園 ジュニア全国大会出場（中学校） 
化学グランプリ東北支部 優秀者表彰２名 
全国パソコン甲子園 プログラミング部門 本選出場 

  
⑤ 科学系部活動の活性化のための校内体制の充実（課題研究の実績は③④に記載） 

   中学校：情報科学部（Ｈ２５にパソコン部を再編し、科学班と情報班の２分野で活動） 
      平成２７年度における部員数４２名、顧問数２名（中学校１名、高校１名） 
            平成２８年度における部員数４２名、顧問数２名（中学校１名、高校１名） 
  高 校：ＳＳＨ探求部（Ｈ２３に自然科学部を再編、物化生地情の５分野で活動。Ｈ２８に数学分野を発足。） 
      平成２７年度における部員数５１名、顧問数１４名 
            平成２８年度における部員数３９名、顧問数１３名 
  
⑥ 強固な外部機関との連携体制（連携先は５０機関以上） 

連携先（大学等） 連携先（高校等） 連携先（研究所等） 連携先（企業等） 

会津大学 福島県立福島高校 理化学研究所 会津ｵﾘﾝﾊﾟｽ株式会社           

福島大学 福島県立磐城高校 産業技術総合研究所 末廣酒造株式会社 

新潟大学 福島県立安積高校 高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器研究機構           三菱伸銅株式会社 

東北大学 岩手県立水沢高校 福島県ハイテクプラザ 株式会社リバネス 

秋田大学 新潟県立新潟南高校         福島県農業総合センター           堀場製作所株式会社 

福島県立医科大学 台湾建国高級中学 福島県会津医療センター           会津ガラス株式会社 

東京大学 台湾高級中学８校 日本科学未来館 協和発酵ｷﾘﾝ株式会社           

東京農工大学 ﾊﾟｲｵﾆｱｼﾞｭﾆｱｶﾚｯｼﾞ 只見町ブナセンター 会津中央病院 

横浜国立大学 台湾大学 ふれあい科学館 ｱｸﾂｺﾝﾆｬｸ株式会社 

明治大学 台湾東海大学 会津天文学同好会 山田民芸工房 

  iCeMS  

  
⑦ 科目ＳＳにおけるアクティブラーニングによる指導実践（平成２８年度） 
    課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習・指導プログラム 

主な単元名 主な指導内容 時間 

科学について考える 先行科学論文のポスター制作・ポスター発表 ６ 

分野別探究活動 実験・実習をとおした探究活動・ＰＣによる口頭発表 ９ 

エッグドロップコンテスト           エッグドロップ装置製作･作品アピール･レポート作成 ６ 

英語プレゼンテーション研修            課題研究内容の英訳･英語プレゼン(ＡＬＴが指導を担当)                         ７ 
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⑧ コンピュータリテラシー育成プログラムの確立 
    実習課題の工夫と系統的な指導により生徒が主体的・協働的に学ぶ学習プログラム 

授   業 主な指導内容 

技術（中学校１年） ロボット制御（動作）プログラミング 

技術（中学校２年） ロボット制御（各種センサー）プログラミング 

技術（中学校３年） 多機能ダイナモラジオの電子基盤工作 

ＳＳＨ情報（高校１年） 電子工作およびＡＲプログラミングによる画像処理 

アルゴリズムとプログラム（高校３年） Ｃ言語プログラミング講座 

    ※ ＩＴパスポート取得（４名）、基本情報技術者試験合格、パソコン甲子園本選出場 
 
⑨ グローバル感覚育成のための海外交流実績（震災後途絶えていた交換留学事業が再開） 

年度 主な海外交流等に関する実績 

２８ 
台湾海外研修（２８名） 留学生受入（カナダ１名、オーストリア１名） 

台湾生徒交流会実施（１０名） 外国人生徒受入（０名）  

２７ 
台湾海外研修（２２名） 留学生受入（タイ、カナダ３名） 

台湾生徒交流会実施（１０名） 外国人生徒受入（中国２名）  

２６ 

台湾海外研修（２１名） 留学生派遣（チェコ）       

台湾生徒交流会実施（４０名） 留学生受入（ガーナ）       

ＦＳＣ英国受入交流（５名） 外国人特別枠選抜実施（中国）    

２５ 

台湾海外研修（２２名） 留学生受入（５カ国５名）       

台湾教員交流会実施（８名） 留学生派遣（スイス、カナダ）       

ＦＳＣケンブリッジ研修（３名） 外国人生徒受入（タイ、中国２名）   

２４ シンガポール・台湾海外研修（２２名） 外国人生徒受入（タイ、中国）     

  ※海外研修参加者アンケート（肯定的回答）国際感覚の高まり８８％､英語への関心９４％ 
 
 
 
 ⑩ 生徒・保護者・教員の意識面における変容（肯定的な回答の割合） 

本校実施学校評価アンケート結果(Ｑ．ＳＳＨ事業により理数教育の充実が図られたか)                                       

校種 年度 生 徒 保護者 教 員 

高校 

２８ ８３％ ７１％ ８４％ 

２７ ８３％ ８１％ ８０％ 

２６ ８３％ ８５％ ８５％ 

２５ ７９％ ８２％ ７９％ 

２４ ６８％ ７３％ ６５％ 

中学校 

２８ ９２％ ８１％ ９２％ 

２７ ８３％ ８５％ ９１％ 

２６ ９２％ ９４％ ８０％ 

２５ ９１％ ９０％ １００％ 

２４ ９１％ ８９％ ７８％ 

  ※平成２４年度から始めた本校独自のアンケート調査において、ＳＳＨ事業は好評価。 
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ルーブリック評価に関する関係資料 

 

〇 ルーブリック評価表、 生徒アンケート、ポートフォリオ評価、サスティナビリティ評価表 

 生徒評価に関しては、単元ごとに育成する能力の形成やその認知活動の過程も含めて客観的に評価するた

めに、探究活動の各工程、パフォーマンス課題のルーブリック評価表を作成した。生徒の学習意欲の向上と

指導後の効果的な変容を促すためにこれらの評価表は生徒に事前に提示をして、自己評価や生徒間の相互評

価も加えながら評価をした。そして、評価結果は生徒にフィードバックした。 

 また、課題研究の実験ノートや研究ファイル、各活動で行ったふりかえり活動（生徒アンケートの下部）、 

パフォーマンス課題の成果物はポートフォリオとしてまとめ、これを生徒が自己評価したのちに評価を行っ

て生徒にフィードバックした。 

 事業テーマであるサスティナビリティに関する生徒の成長を客観的に評価するために、サスティナビリテ

ィ評価表を作成して評価した。また各事業後の生徒の意識の変容を調査したり、各事業の改善点を抽出した

りするために、生徒アンケートを行った。 

 

評価表 使用する単元名 

ポスター発表 評価規準表 ＳＳＨ産業社会（エア研究）、科目ＳＳ（課題研究） 

プレゼン発表（口頭発表） 評価規準表 
ＳＳＨ産業社会（実験・実習をとおした探究活動）、 

科目ＳＳ（課題研究） 

論文・要旨 評価規準表 
ＳＳＨ産業社会（エッグドロップコンテスト）、 

科目ＳＳ（科学研究論文作成） 

口頭発表（英語） 評価規準表 海外研修 

各工程 

（エア研究、エッグドロップ、探究活動）の 

評価規準表 

ＳＳＨ産業社会 

各工程 

（課題研究①テーマ設定・調査、②実験・測定、 

③まとめ・考察）の評価規準表 

科目ＳＳ（課題研究） 

サスティナビリティ評価規準表 ＳＳＨ産業社会、 科目ＳＳ 
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[4] 岡山県立倉敷天城高等学校ホームページ、 
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年度東北地区 SSH 担当者等教員研修会資料  
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ポートフォリオ評価サンプル 
生徒アンケート 集計サンプル 
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教育課程表 
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新聞記事 

『東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会』 

(平成２９年１月２７日～２８日 福島市) 

 

 
 

 

 

           

 

 

 

 

 

             平成２９年１月２８日 福島民友新聞より 

 

『科学の甲子園 県大会』 

（平成２８年１１月５日 福島市） 

 

会津学鳳高校が総合成績第１位!! 全国大会出場!! 

平成２８年１１月７日 福島民友より 


